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    ＊「藝大アーツサミット2012」にご出席いただく予定だった中国の芸術系大学7大学（中央美術学院・中央音楽学院・清華大学美術学院・上海音楽学院・中国美術学院・新疆芸術学院・復旦大学上海視覚芸術学院）は、開催当時の日中間における情勢を鑑み、開催直前に各大学より来日を断念せざるを得ないとのご連絡をいただき、残念ながら今回は欠席となりました。

  


  
    

    学長挨拶


    東京藝術大学は、昨年10月に創立125周年記念事業を主催し、「藝大アーツ・サミット2012 アジアから世界へ―連携と共生―」という大きな旗印のもとに、アジアの芸術大学の皆様にお集まりいただきました。


    振り返ると、創立120周年の折には、日本の温故知新、古いものから新しいものまでへの芸術文化の再確認をさせていただきました。そして5年後の今回は、西洋からの美術文化、東洋に古くからある民族の芸術文化、これらの連携を改めて確認すると同時に、それら二つの芸術文化がアジアの地域で融合と変容を繰り返し、育成されている素晴らしい芸術文化があることを再確認することができました。この成果を世界に改めて発信していく伝道者となることが、「藝大アーツ・サミット2012」の宣言ではないかと考えております。


    今回、中国の芸術大学は諸事情により、我が国においでいただくことはかないませんでしたが、我々は精神的には大きな絆で結ばれております。


    私は、毎年、卒業式、入学式で、一つのキーワードを学生や教職員に贈っています。今回、この「藝大アーツ・サミット2012」においでいただいた先生方へもこのキーワード「慈（いつくしむ）」という言葉を贈りたいと思います。中国の殷や周の時代の青銅器に鋳こまれていたこの文字には「心を一つにし、互いが糸で結ばれている」という思いがあります。


    芸術に国境はありません。決して他人を侵略することでも、強引に心を奪うことでもなく、互いが心を一つにして、芸術文化という認識を共有し、政治にも、経済にも影響していくような、大きな流れを創って行きたいと思っております。


    「藝大アーツ・サミット2012」の宣言を、各国の芸術系の大学から発信することによって、新しいアジアの素晴らしさを世界中の方々に共鳴してもらい、そして、それが共生の場になることを祈念しております。


    輝く未来に向かって共生の場を構築していきましょう。
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        平成19年度 卒業式にて

        宮田亮平「慈」

      

    


    

    

    


    2013年3月


    東京藝術大学長 宮田 亮平
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    司会 本日は、お忙しい中、ご来場くださり、まことにありがとうございます。私は本日の司会進行を務めさせていただきます鈴木康子と申します。どうぞよろしくお願いいたします。


    「藝大アーツ・サミット2012」の開会にあたり、主催の東京藝術大学長 宮田亮平より開会のご挨拶をさせていただきます。


    
      [image: 1_01fanfare.tif]


      
        東京藝術大学音楽学部学生による演奏

        「ファンファーレ 三郡金管アンサンブルと尺八のための」

      

    


    宮田亮平 皆様、おはようございます。本日は大変お忙しい中、東京藝術大学創立125周年記念「藝大アーツ・サミット2012 アジアから世界へ―連携と共生―」という、一つの大きな旗印のもとにお集まりいただいたことを大変うれしく、また感謝申し上げます。8カ国と1地域、私どもの東京藝大を含めて、多くの先生方がここにお集まりいただいたことに深く感謝申し上げます。


    まず、開会にあたりまして、大変残念なのですが、中国の7大学の皆様が来られなくなったことをお伝えいたします。しかしながら、昨日も中国の大学から直接私のところにお電話をいただき、大成功に終わることを祈念しておりますというお言葉をいただきました。同時に、我々の友情に変わりはないということもいただいております。そういうことも念頭に置きながら、私どもはアジアから大きな世界をつくっていきたいと思います。芸術文化というものは、国境を越える、あるいは国境はないというぐらいの気持ちであっていいと思います。そして、それぞれ個々の持つすばらしさをしっかりと感じ合いながら、お互いに共有し、架け橋となり、大きく世界に発信していきたいと思っております。

    振り返ってみますと、本学は創立120周年のときに、「藝大アーツ・サミット’07」を開催せていただきました。それから5年が経ちました。こうやって大きく成長し、大きな実りができたと私は確信しております。本日の催しを通じて、それぞれの先生方にはすばらしい連携をとってもらいたい、そして、新しい発信をアジアから世界に向けてしていってもらいたいと思います。政経分離という言葉がありますが、私は政治と芸術は別のものである、政芸分離という言葉を一つの造語としてつくるのもおもしろいのではないかと思います。


    皆様の大きなお知恵とお力をいただき、この会が大成功に終わることを祈っております。冒頭にあたりまして、ご挨拶を一言述べさせていただきました。ありがとうございました。
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        東京藝術大学長 宮田亮平

      

    


    司会 開会のご挨拶でございました。次に、文化庁長官近藤誠一様からご挨拶を賜りたいと存じます。よろしくお願いいたします。


    近藤誠一 「藝大アーツ・サミット2012」の開会にあたりまして、一言お祝いのご挨拶を申し上げます。アジア各国、地域からいらっしゃいました多くの学者、芸術家の皆様方、そしてご列席の皆様、私は本日開会するこの「藝大アーツ・サミット2012」は、まことに時宜を得た会合であり、このイニシアティヴをとられた宮田東京藝大学長に心から敬意を表したいと思います。時宜を得たと私が申し上げたのは、もちろん東京藝大創立125周年という節目に開かれるということもございますが、それだけではなく、二つの理由がございます。


    第一は、21世紀の人類の文明にこれからますますアジアがその伝統と文化、深い思想を持って貢献をしていく時期に来ていると思うこと。第二は、アーティスト、芸術に携わる方々の役割が極めて重要になってきていると思うからです。


    第一の点をもう少し敷衍して申し上げれば、この三、四百年の間、人類は西洋近代主義、それには合理主義や個人主義、そして市場経済、科学技術、そういった要素がありますが、それによって我々の生活は大変至便なものになりました。夏は涼しく、冬は暖かく過ごせます。地球の反対側にも半日で飛んでいけます。そうしたすばらしい文明を西洋がつくってきたということに我々は感謝をしなければいけません。


    しかし、今、人類が直面している問題は、その西洋の近代合理主義が持っているいわばマイナスの要素が表面に出ているからにほかならないと思います。行き過ぎた個人主義、行き過ぎた欲望達成主義、そういったものが今の行き過ぎたポピュリズム、過剰な投機による金融危機を招いていることは否定できないと思います。何とかしてこの個人主義や市場経済主義、人間の欲望を達成しようとする力を使って社会を動かしていこうという、この試みの行き過ぎを矯正しなければいけないと思います。それができるのがアジアの価値観だと思います。自然と一体になって、人を尊び、調和を重んじる。こうしたアジアの価値感が、この人類が直面している問題を解決する非常に大事なアプローチになると思います。そういう意味で、アジアの我々が集まって、そして世界に発信をしていくということは、極めて重要だと思います。


    第二のアーティストの役割についてです。社会を動かすのは政治家であり、官僚であり、ビジネスマンであり、そしてメディアだと考えられています。しかし、今、こういったインスティテューションの人々は、それぞれの組織を守る、司(つかさ)の論理といいますか、自分の組織を防衛し、組織の存続を図るという理論にあまりにもとらわれすぎているのではないでしょうか。長期的にみて何が人類にとって必要なことかを個人としては考えていても、会社の、役所の、政党の論理の前にそれが十分に発揮できない。それが今、我々が直面している問題の解決を先延ばしにしているという気がしております。


    しかし、アーティストは、そういった組織の論理には縛られずに、伸び伸びと自分個人の力を発揮できる、そういう方々です。むしろ、規制の枠とか、既成概念を取り払うことがアーティストのアーティストたる由縁だと思います。従いまして、そういうアーティスト、あるいはアートに関わる方々が今こそ自分の信念に基づいて、人類の危機を救うと言うとちょっとオーバーかもしれませんが、そこに貢献する時期が来ていると思うのです。


    そういう二つの理由で、アジアのアーティストがこのように集まって議論をすることの意味は非常に大きいと思います。今回の会合で、こういった観点から、それぞれが何か新しいヒントを得て、そしてそれぞれの国や地域にお戻りになって、世界の問題の解決に貢献をしていく。そういう輪を広げていくような契機になることを心から期待しております。


    また、宮田学長のイニシアティヴが、今回の一度だけのアート・サミットに終わらず、何らかの形で将来とも継続し、拡大されていくことを心から祈念いたします。


    皆様のこのサミットへのコントリビューションと、皆様がそこから多くのことを得られること、そして「藝大アーツ・サミット2012」自体のご成功をお祈りして、私のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。
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        近藤誠一文化庁長官

      

    


    司会 ありがとうございました。


    さて、「藝大アーツ・サミット2012」では、日本をはじめ、韓国、台湾、モンゴル、インドネシア、ベトナム、タイ、シンガポール、マレーシアの8カ国1地域から、芸術系大学の代表者をお招きいたしました。ここで、招聘校の皆様をご紹介したいと存じます。


    まず韓国より、ソウル大学校美術大学学長 イ シュンジョン様、ソウル大学校音楽大学副学長 ション サンジク様、韓国芸術綜合学校映画・TV・マルチメディア学部長 ザン ユンヒ様、大邱大学校造形芸術大学学長 ペ ジョンスク様、韓国映画アカデミー教授 キム スンジョン様、韓國傳統文化大學校総長 キム ボンゴン様。


    台湾より、台南芸術大学校長 リ ジャオシュ様、台湾芸術大学校長 シェイ イォンチン様、台北芸術大学副校長 ジャン ジュンナン様。


    モンゴルより、モンゴル国立文化芸術大学学長 エルデニツォグト ソニントゴス様。


    インドネシアより、インドネシア芸術大学ジョグジャガルタ校学長 ヘルミエン クスマヤティ様、インドネシア芸術大学デンパサール校学長 イ ワヤン ライ様。


    ベトナムより、ベトナム美術大学学長 レ アン ヴァン様、ホーチミン市美術大学副学長 ツォン・フィ・ドク様、ベトナム国家音楽学院学長 レ ヴァン トアン様。


    タイより、シラパコーン大学学長代理 パヤックビチィアン プラデック様。


    シンガポールより、ラサール芸術大学学長 スティーブ ディクソン様。


    マレーシアより、国立芸術文化遺産大学学長 モハマド アザ・カン様。


    そして、国内からは、愛知県立芸術大学学長 磯見輝夫様、沖縄県立芸術大学音楽学部長 金城厚様。金沢美術工芸大学学長 久世建二様、京都市立芸術大学学長 建畠 晢様。


    本日は、東京藝術大学創立125周年記念「藝大アーツ・サミット2012」に日本各地から、またアジアの国々から皆様方をお招きし、主催の東京藝術大学を含めて、23大学が一堂に会することとなりました。このように多くの方々のご参加くださり、まことにありがとうございます。


    近藤文化庁長官にも再度ご登壇いただき、ここで記念撮影を行いたいと思います。


    皆様、ありがとうございました。
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    [image: 2_01sannin.tif]司会 それでは、ただいまより、「アジアの芸術文化の未来」と題しまして、鼎談を行いたいと思います。本日の鼎談者をご紹介いたします。


    まず、国立新美術館長で、文化人類学者でもあられる青木保様、本学学長の宮田亮平、そして、本学大学院映像研究科教授で、アニメーション作家の山村浩二です。


    それでは、宮田学長にマイクをお渡ししたいと思います。


    宮田亮平 約一時間の時間をちょうだいして、アジアの芸術文化の未来についてお話をさせていただきたいと思います。今司会の方からのご紹介がございましたが、青木先生、そして我が大学の山村先生、そして私ということでやらせていただきます。


    まずお三方の紹介も含めてですが、約7〜8分でパワーポイント並びに動画を使って、それぞれの立ち位置をご紹介したいと思っております。


    まず、元文化庁長官であられ、今現在新美術館の館長もなさっている文化人類学の青木先生に、アジアの文化と人類についてのお話を頂戴したいと思います。


    東アジアの現代文化圏―文化力のめざめ


    青木保 皆様、おはようございます。ご紹介にあずかりました青木でございます。


    きょうは、アジア各地の芸術大学の学長さんがお集りになっているところを、失礼ですが席上から見ていまして、こういうサミットというのはすばらしいなと思いました。藝大がアジアに向けてアジアの芸術大学サミットを開催するというのは、これは非常に貴重な機会だと思います。
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        青木 保

      

    


    私は、実は21世紀に入ってから、日本を取り囲むアジアの国際文化環境が全く変わってしまったと思っているんです。20世紀にはなかったようなことがいっぱい起こっております。というのは、韓国や中国、あるいは東南アジア諸国も、21世紀に入ってから目覚ましく文化振興、文化創造、あるいは文化交流というものに国家を挙げて力を注ぐようになりました。皆様もご存知のように、日本のテレビなどを見ていますと、韓国語のテレビドラマだとか、また中国、台湾や香港の映画や音楽なんかが日常的に入ってきています。これは20世紀には全く見られなかったことであります。もちろん東南アジアや中国や韓国に行きましても、日本のアニメや漫画、映画やJ-POPのような音楽、あるいは美術などが日常的に見られるような状況になっていまして、20世紀とは全く違った文化交流の時代をアジアは迎えていると思います。


    その中で、問題なのは、学長も先ほどご挨拶のときに申されたように、国際関係が時としてぎくしゃくいたしますと、文化交流が途切れるような事態が起こることもあることです。私はそれを非常に残念だと思っています。せっかく21世紀になってアジアにおいてかつて歴史上経験しなかった平等な立場に立っての文化交流が行われているのです。この機会に、芸術大学、文化教育の場がアジアの新しい文化交流の中核を担うものとしてはっきりと位置づける必要があると考えています。宮田先生や藝大の先生方のこのサミット関係に際してのご努力を大変うれしく感じるとともに、またそれに対して高く敬意を表したいと思います。


    私は21世紀になってから、東アジアの現代文化圏というものができつつあると言ってきました。これはどういうことかといいますと、一つには、これまであまり文化を国力として考えていなかった国々が、中国にしても、韓国にしても、あるいはタイやシンガポールといったところも、文化が、あるいは私は「文化力」という言葉を使っていますが、「文化力」というものが国力を担う上で非常に大きな役割を果たすんだということに目覚めてきた。アメリカはソフトパワー、スマートパワーと言っていますが、文化力が強くなると、経済的にも大きな意味を持ってきます。国際交流も活発になりますし、それから国際的な地位も上がります。


    アジアの現代文化はハイブリッド


    それからもう一つは、私が言う文化というのは何かというと、それぞれの国の文化にはそれぞれの歴史や伝統があるわけですけれども、同時に、現代の文化、これを私は「混成文化」という言葉を使っているんですが、ハイブリッドな、つまり、異種混交した文化がアジアの現代文化に他ならないと考えています。


    日本を見ても、もちろん日本のさまざまな地域や土地の文化、また神道や、古来の伝統に基づく文化などに代表されるような文化がきちんと残っております。と同時に、日本文化の形成にはアジア大陸から中国文明、あるいはインド文明の影響、仏教や儒教、道教、漢字などの影響も大きく受けております。それから、近代になりますと、西洋の文化の影響を受けていますが、現代の日本の生活を見てもわかりますように、そういう三つの要素がいわば合併して、現代の日本文化というものをつくっているわけです。


    では日本の一番古くからあるような伝統的な文化は廃れたかというと、そんなことありません。同時にアジアの文化も西洋近代の文化も、きちんと日本の文化の中に取り込まれている。どれ一つ除いても、日本の現代文化というものは成立しないわけです。こういう「混成文化」が中国でも、韓国でも、ほかのアジア諸国においても、それぞれ度合いは違いますけれども、現代文化として形成されつつある。


    ですから、韓国の映画やテレビドラマ、あるいは中国の映画が来ても、日本の映画とかテレビドラマをつくるときも技術というものは共通しています。けれど、そこに出てくる人たちのドラマはそれぞれのお国や文化を反映している。だから、共感すると同時に、違うものを楽しむことができる。こういう時代になってきたわけです。これがいま形成されつつある東アジアの現代文化圏なのです。


    ですから、アジア諸国や地域において現代文化は非常に幅広い面で共通項を持っています。その上で、日本人もアジアの人たちと交流ができる。日本のアニメや漫画、ファッションや文学などの現代文化がアジア諸国に行っても、比較的抵抗なく受け入れられるだけでなく大きな人気を博す。そういう文化交流の基盤がアジアの中で育っているわけです。それをもっと積極的に推進しなくてはならない。その担い手になるのは、一つは大学であり、アートという面では芸術大学だと思います。ですから、この125年の輝かしい伝統を持つ東京藝術大学と、それぞれの国において輝かしい伝統を持つ藝術大学の皆様がここにお集まりになってサミット会議を開く。これは非常に重要なことだと思います。


    宮田 ありがとうございました。大変すばらしいお話を頂戴しました。


    アジアにおける現代の文化圏ということですね。共通したシーンがありながらも、心はそれぞれに異なっている、そこで共感、共鳴するということですね。ありがとうございました。


    それでは、山村さん、作品の動画を映しながら、お話をお願いしたいと思います。


    日本古来の美術にアニメーションの原型を探る


    山村浩二 山村と申します。大学院映像研究科のアニメーション専攻でアニメーションを教えながら、作家として活動しております。日本は漫画とアニメーションが今、すごく文化としての発信力を持っているのですが、作り手の視点から、日本の漫画やアニメーションの独自性の基盤がどういうところにあるのか、未来を見据えるために、約1400年ほどさかのぼったところからお話しさせていただきたいと思います。時間がないのですごく大まかな話になりますが、歴史の話とそこから自分自身の作品へ結びつけてお話をさせていただきたいと思います。


    
      [image: 2_02_00yamamura.tif]


      
        山村浩二

      

    


    最初に自己紹介を兼ねて、一番私自身の新しい作品『マイブリッジの糸』の抜粋の映像からご覧ください。


    
      [image: 2_02_01Muybridge.tif]


      
        山村浩二『マイブリッジの糸』

      

    


     全編は13分あります。これは、19世紀のイギリスからアメリカに渡って活躍したエドワード・マイブリッジという写真家を題材に、映像が19世紀以降、文化や芸術にどういう影響を与えたのか、ビジュアルイメージの変遷といったものをテーマとして描いた作品です。藝大が創立125周年ということですけれども、映像も、映画ができたのが1895年、シネマトグラフが発明されて約120年の歴史があるんです。


    一般的にアニメーションを映像と考えると、100年ちょっとの歴史というふうに考えがちなんですが、我々、日本やアジアというのは、それより古いビジュアルイメージやムーヴィングイメージがあるんです。僕自身、そのあたりの歴史に関心があります。日々変化、流転していく、そういった変化をいかにビジュアルや芸術というものに置き換えるのか。もちろん映画の発明以降は、時間をそのまま映像で再現できるということになりましたが、実は千年以上、それよりもっと古い時代から、人間は何かしらビジュアルイメージ、時間、もしくは物語といったものを定着させたいという欲望があったと思います。


    今見ていただいているのは、約600年ごろ制作の法隆寺に奉納されています玉虫厨子台座というものに描かれた『捨身飼虎図』という図です。

    
    
      [image: 2_02_02sutemi.tif]


      
        『捨身飼虎図』

      

    


    これはお釈迦様が空腹に苦しむ虎にみずからを捧げて虎を救ったという説話が、時間的に異なる3段階にお釈迦様の図が描かれているんですね。崖の上にいらっしゃって、そして落ちて、下の虎に食べられるという。異時同図画法というんですけど、一つの画面上に全く異なった時間を同時に描いていくというものが、約600年前に既に日本の絵画の中の表現としてあらわれている。

    つぎは最も古い絵巻の一つ、『鳥獣人物戯画絵巻』です。西洋的な絵画からすると、同じ時間を同じ画面で描くというのは、ある種の稚拙なんじゃないかと思われがちなんですが、こういったことが今の漫画やアニメーションの、物語や絵や文字というものが共存しながら、さまざまなものを伝えていくというメディア表現のベースになっていると思います。


    
      [image: 2_02_03choujugiga01.tif]


      
        『鳥獣人物戯画絵巻』

      

    


    これは『鳥獣戯画』のなかの一つの絵ですけれども、今の漫画のような流線というか、動きの流れていくような線が、約1300年ごろの表現のなかにあらわれていたんです。これが漫画やアニメーションの先祖というふうに一般的によく伝えられる一つの理由じゃないかなと思われます。


    日本人の中には、特に時間感覚に対する、すごく繊細で、敏感で、そしてまた大胆な表現というものが見られると私は考えています。



    これは歌川広重の『東海道五十三次之内 庄野』なんですけど、雨の表現ですね。


    
      [image: 2_02_04hiroshige.tif]


      
        歌川広重『東海道五十三次之内　庄野の図』

      

    


    漫画表現を見なれているので当たり前に感じるのですが、こういった雨を1本長い線で描くという表現は西洋からすると非常に新しいかったわけです。印象派にも影響を与えましたが、そういった時間感覚を図像であらわしていくということが、約1400年の美術史を振り返ってみても見られると思います。


    これは昨年私が制作した1分ちょっとの作品で、『鶴下絵和歌巻』という、俵屋宗達の絵の上に本阿弥光悦の書が書いてある17世紀の絵巻物を題材にしたアニメーションです。


    
      [image: 2_02_05tsurusita.tif]


      
        山村浩二『鶴下絵和歌巻』

      

    


    これは、全長13メートル56センチ、すごく大きな絵巻物です。そこに鶴たちの、羽ばたいて、飛び立っていって、海を渡っていって、そして大空に舞い上がって、というような時間と空間の移動というものが13メートルの絵巻の中に緩やかに展開されているんです。これはもとの絵を見ても、本当にアニメーションのような動きを感じさせるもので、それを私がいろいろ分解していって時間軸に置き換えた作品です。非常にシンプルな表現の中に、美しい空間的な広がりというものが見られる作品です。

    日本の文化だけ見ても、こういった現代の映像に延引していっても全く遜色ないような、ほんとうに幅広くて豊かなものというものがたくさんあるわけです。


    最後に、私の一番の代表作になりました『頭山』という作品のダイジェストをご覧いただきたいと思います。
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        山村浩二『頭山』

      

    


    『頭山』は2002年に制作した作品ですが、原作は落語で、ストーリーができたのは200年ほど前です。それを現代の自分自身に引き寄せて、かなりパーソナルな思いも重ねながらつくった作品です。これをつくるまではあまり日本の文化とかアジアとかを自分では意識していませんでした。映像というのはどうしても西洋のほうが発達している部分があったので、どちらかと言えば西洋の映像に直接的には影響を受けていたんです。ここでナレーションを務めていただいたのは、国本武春さんという浪曲の方で、三味線と浪曲をやっていただいています。


    どうしても若いときは、そういう日本の文化って何となく古くさく感じて、もっと新しいものを求めがちなんですが、国本さんとの出会いで、日本でしか持ち得ないような感覚、時間の間(ま)、ナレーション、ものを語っていくときのタイミングが自分たちの身体感覚に引き寄せられ、すごくダイレクトに入ってくる。この力強さとユニークさというものにあらためて目を見開かされました。おかげさまで、この作品は国内だけでなく、広く世界各地の映画祭でも多くの評価をいただきました。10年前の作品ですが、いまだにたくさんの上映オファーもいただき、さまざまな映画祭での上映も続いている状態です。


    こういった間(ま)、一つのタイミングや余白があることで、初めて伝わる何かがあると思うんです。例えばロボットのように棒読みだったら、なかなか伝わってこないですよね。日本独特の間(ま)のようなものを考えると、アニメーションというのはタイミングをつくり出す芸術ですので、まだまだ日本の文化の中で可能性を秘めているんじゃないかなと考えております。


    短いですが、以上で終わりにさせていただきたいと思います。


    宮田 大変興味深い映像と同時にお言葉をいただきました。同一画面の中に時間空間の三つの表現とか四つの表現を取り入れる技法というのは、これは私はアジア独特な表現かなあと思いますね。そして、それを山村先生はアニメーションの中で表現しているというのはとてもおもしろいなという気がします。


    それから間(ま)の話ですね。「間がいい」という言葉がありますが、これは人と人との出会いの中にある非常に重要な部分ではないかと思います。私が今日、山村先生にご登壇をお願いしたのは、一人の人間ができる力というものと、古いものをきちんと検証しながら今に伝えていくというスタンスが大変大事だと思ったからなんです。これは、「日本の」ということも同時ですが、やはりアジアから世界にという一つのスタンスであると私は思います。今日お集まりの各国の先生方には、若者たちに、それぞれの国のそれぞれらしさを表現してもらいたいということをお伝えするきっかけになればと思いました。


    挑戦をし続けること


    それでは3番目に、私の作品をお見せしながらお話します。


    私はまさか藝大の学長を拝命するなどということは、人生の中でゆめゆめ思っていなかったわけでございます。私は常に学長といいながらも、新しい挑戦を続けていきたいというスタンスで動いております。ついこの間、夏休みに、50年か60年ぶりぐらいで海に潜りました。私はイルカを作品のテーマにしているのですが、新しい挑戦をするということが常に必要なのではないかという思いで、1時間の『旅のチカラ』という NHK-BSの番組に出演しました。これからその抜粋をお見せしたいと思います。


    
      [image: 2_03-00miyata.tif]


      
        宮田亮平

      

    


    ナレーション 今回の旅人は、金工作家の宮田亮平さんです。熱く焼けた金属を豪快に叩き出す鍛金の世界。宮田さんは、イルカの作家として知られてきました。ことし67歳を迎えた宮田さんには、心残りなことがありました。イルカと一緒に海を泳いでみたい。やるならもう今しかない。宮田さんが目指すのは、世界のドルフィンスイムの聖地、カリブ海、バハマ諸島の島々。光あふれるバハマの海、野生のイルカとともに泳ぎ、その生活を間近に見ることで、何を感じ取ることができるのか。少年時代、佐渡の海に潜って以来、50年ぶりの挑戦です。


    宮田 怖い。


    ナレーション イルカの島に生まれ、イルカをつくり続けるアーティストたちとの出会い。


    宮田 僕がもしかしたらこれと同じ作品をつくるには、僕もここに住まなくちゃいけないかもしれない。


    ああ、この辺にいたんだ。


    ナレーション 人々がイルカとともに暮らしてきたバハマの海で、どんなイルカと出会い、どんなテーマを探し当てることができるのか、イルカの作家、宮田亮平さん、67歳の挑戦を追います。


    生まれて初めてのドルフィンスイムが始まりました。アルさんと一緒に泳ぐ宮田さん、イルカに近づこうと潜りますが、追いつけません。イルカの親子はアルさんにじゃれ合うのですが、宮田さんはたちまちみんなを見失ってしまいました。潜り始めて10分、宮田さん、息が続かず、顔を上げてしまいました。


    いつまでたっても親子は宮田さんには素知らぬ顔。どんどん潜っていってしまいます。


    宮田さん、やっとのことで追いついたのですが、息が続かなくなってしまいました。


    宮田 怖い。悔しいんだよ、ちくしょう。


    ナレーション 宮田さんがようやく潜り始めました。イルカの姿をじっと見続ける中で、宮田さん、何かつかんだようです。いよいよ、最後のドルフィンスイムです。群れは4頭。2組の親子のようです。


    宮田さんが潜った途端、イルカたちは絶好の遊び相手を見つけたように近づいてきました。はぐれそうになる子供たちを親たちが見守っているかのようです。


    最後のドルフィンスイムが終わりました。

    
    
      [image: 2_03-01miyata.tif]


      
        宮田亮平『生と静』　撮影：©丸子成明

      

    


    宮田 佐渡から出ていくときのようなね、あんな気持ち、やれるよ、そんな感じがしてきた。老いていくほうで、死んでいくための準備をするんじゃなくて、新しい自分のために新しいことをしていくという世界を見つけたね。


    ナレーション 宮田さんのアトリエの壁には1枚のデッサンが貼られていました。描かれていたのは、仲よく泳ぐ母と子。バハマの海で最後に見たイルカの姿でした。


    宮田 この後、金属につくりかえていって、表現していったら、どういう感じになるのかなというのは、とっても楽しみね。こんなにわくわくすることはね、ないね。


    ナレーション 金工作家、宮田亮平さん、67歳、槌打つ日々が再び始まりました。


    宮田 どうも失礼をいたしました。


    青木 バハマ行って泳ぐなんて、すごいですね。


    世界各地にひろがる混成文化


    青木 私も最近行ったところを、紹介させてください。


    これは金沢ジャズストリートで、私は市長さんに任命されてジャズ・アンバサダーをしているのですが、ハロルド・メイバーンやエリック・アレキサンダーという、現代アメリカを代表するジャズプレーヤーを呼びました。


    他にも今年はロシアや中国からも優れたジャズプレーヤーたちが来ていますが、これも混成文化、現代文化の一翼をやっぱりジャズも担っているわけです。


    
      [image: 2_04-01kanazawaJazz.tif]


      
        金沢ジャズストリートにて

      

    


    アムステルダムに行った時には、チェット・ベイカーが飛び下り自殺したんホテルに泊まったのですが、ホテルはそのことをこの写真に見られるように記念しているのです。


    
      [image: 2_04-02chett.tif]


      
        アムステルダムのホテル

      

    


    次はカタールのドーハでの村上隆展です。村上隆さんの縦3メートル、横100メートルの五百羅漢図が展示してあったのですけれども、このためにわざわざカタールの王家が特別の展示館をつくったのです。これはカタールのイスラム美術館で、立派なすばらしい美術館でした。カタールや湾岸地域というだけではない、あらゆるイスラム地域の歴史的な美術品が展示してあります。海に面した立地もよく本当に素晴らしい。ぜひここには行っていただきたいと思います。


    これはシンガポールのアートサイエンス・ミュージアムです。


    
      [image: 2_04-04qatar.tif]


      
        シンガポールのアートサイエンス・ミュージアム

      

    


    次はシンガポール国立美術館。


    
      [image: 2_04-06singapore2.tif]


      
        シンガポール国立美術館

      

    


    大ショッピングモールの隣にできました。これもまた素晴らしいです。ここでアンディ・ウォーホルの展覧会をやっておりましたが、シンガポールも今や文化創造や文化施設にすごく力を入れている。2000年にはエスプラネードという、東南アジア最大のオペラハウス、コンサートホールの一大文化施設のコンプレックスをつくりました。


    アジアの現代アーティストたちの美術作品が展示されてあって、大変興味深い美術館です。


    次はまた全然違うところですが、スペインのビルバオのグッゲンハイム美術館です。


    
      [image: 2_04-07bilbao1.tif]


      
        ビルバオ・グッゲンハイム美術館

      

    


    これは、フランク・ゲーリーが設計した建築で、ビルバオはご存じのように非常に中世的な街並みの街なのですが、こういう現代的なデザインの美術館をつくりました。このために大体年間数百万の人々が世界各地から見に来るのです。私も1990年末にできてからずっとこの建物と美術館に行ってみたいと思っていましたが、ようやく訪ねることができました。リチャード・セラとか、現代の先端をゆく美術作品が展示されていて、素晴らしいところでした。


    これは美術館の前の広場に飾ってあるテディ・ベアです。


    
      [image: 2_04-08bilbao2.tif]


      
        ビルバオ・グッゲンハイム美術館の広場

      

    


    これは、この間タイのバンコクにある国立美術館に日本の美術館や文化庁・経産省の若い人たちと一緒に行ったときの写真ですが、ここがまたすばらしい美術館でした。


    
      [image: 2_04-09thai1.tif]


      
        バンコク国立美術館にて

      

    


    このタイの初の公立美術館では、いい社会とは何か、民主主義とは何かとか、そういうメッセージを美術作品や写真の図版を展示することで発しているのです。


    これは私が修行したバンコクのお寺のワット・ボヴェニベーの仏様です。私はこの仏像の前に行くと、思わずひれ伏してしまうのですが、すばらしい金色に輝く仏像です。
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        ワット・ボヴェニベーの仏

      

    


    私は1970年代初めにここで僧修行をしまして、タイ文化の研究をはじめた原点となる場所です。毎年訪ねているのですが、今年の7月にも行きました。タイでは仏教が非常に生きている。日本では多くの場合、仏像は鑑賞用となっていますが、私たちが鑑賞するというよりも実は仏像そのものが私たちを見ているのです。美術の原点というのは、人間が主体となって鑑賞するのではなくて、美術そのものがこっちを見ている、そういうような視点が美術館に行ったり、美術を見る場合に、いま必要だと思います。近代主義というのは、美術品というのは鑑賞者の側のものだという考えです。人間が見て解釈するのが重要だととらえるのが一般的ですが、実はそうではない。美の原点には、向こうがこっちを見ているのだというような「見られる」観点があることを改めて感じる必要があるのではないかと、タイのお寺へ来ていつも思います。


    宮田 ありがとうございます。今の青木先生のお話、そして、先ほどの山村先生のお話も、昔のもののよさ、それから、対するものがこちらを見ている、こちらから見ているだけではないんだという、傲慢さを持ってないというところ、互いを尊重し合えるというところに、アジア人の持つ非常に素晴らしいDNAがあるのではないかと思いますね。


    それから、今、青木先生のお話で、各国の非常にすばらしい美術館なども拝見しましたが、ぜひ日本でやっていただきたいと私が思うのは、いろんな公共事業などに対して、必ずそこに1%のfor Artがあるというふうな環境をつくってほしいと思うんです。そこから実に豊かな美しい国づくりができるのではないかという気がしています。


    今回お出でになっている各国の中には、すでに1%のfor Artを実行している国もありますので、のちほどぜひその辺の実績などもお聞きして、日本にもそれを普及したいという気持ちでおります。


    さあ、時間が迫ってきてしまいました。ほんとうはこの後お互いに討議をしたいところなんですが、それぞれの持ってきた話だけで時間が終わってしまいそうです。ちょっと一言ずつ、これからのアジア芸術に対する未来像をお話しいただけたらと思うんですが、山村先生、いかがですか。


    山村 今回、過去からの視点というテーマでお話しさせていただきましたが、僕もだんだん年をとるごとに、少しずつより遠い過去のほうに視線が移るようになりました。やはり自分たちの文化の根っこの部分を見つめ直すということが、未来につながっていくというところがあると思います。そして、近代というところでは、アジア全般が西洋化の方向に向かっていますが、もう一度自分たちの根っこの文化を見つめ直すということが、アジアの独自性という部分では大きく広がっていくのではないかと考えています。


    青木 僕もその言葉には共感します。先ほど一端をお見せしたのですが、アジアの特に中国や韓国はすごい美術館、博物館、劇場というのをいまつくっています。ようやく東南アジア各国でも、タイはもちろん、シンガポールやインドネシアでも、現代文化を含めた文化が、国や社会の中で重要な地位を占めるようになってきました。東アジアのいろんな国や地域に行って、それぞれの現代文化を楽しむことができる。と同時に、例えばこの間、日中国交正常化40周年記念で、中国の社会科学院主催のシンポジウムがあり、私も招待され出席しました。そのときに天安門広場の隣にある国家大劇院という、アジア最大のオペラハウス、コンサートホールがある文化施設でNHK交響楽団のコンサートがありました。サー・チェンという中国人の女性のピアニストがN響と一緒に演奏し、またN響は武満徹作品とチャイコフスキー交響曲第5番を演奏しましたが、99%は中国人の聴衆がスタンディングオベーションの拍手なのです。西洋のクラシック音楽、日本がこれまで習得してきた、藝大もその中心にあった現代アートもアジアに広まってきているし、他方で伝統的な文化芸術もある。それから、もちろん山村先生の発表されたアニメーションも、アジア中で今鑑賞されています。さまざまな難しい問題があっても、文化交流だけは絶対に、先生がおっしゃったように、絶対に絶やしてはいけないと思います。


    そういう点では、今回、ここに中国の芸大から出席者がいないのは非常に残念だと思います。文化の交流、あるいは芸術交流というものだけは、現代の一種の聖域だというふうにとらえて、絶やさずに人々の相互の理解を進めていくことが、日本を含めたアジアの21世紀にとって一番求められていることであり、この「藝大アーツ・サミット2012」のような集まりがその基礎をつくっていくことが大事だと思いました。


    宮田 大変ありがたいお言葉です。私は思うんですが、それぞれのお国の持っている伝統文化、これは大変すばらしいと思います。しかし、その伝統文化だけに固執するのではなくて、このサミットを通じて共生するときに、それぞれのらしさはきちっとあるんだけども、集合したときに、また新しい世界ができるというのが大きな課題ではないか。


    それを考えたときに、私は、星座を考えました。それぞれの星はとてもすてきです。その星座が寄り集まったときに、線を引くことによって、それが蟹座になり、双子座になり、牡牛座になりというふうなことができる。その線を引くことができるのは、経済人でもなく、政治家でもなく、我々文化、芸術に携わっている人間なんです。ただ、一個一個が輝いているのではなくて、つなげることによって、また新しい星座、新しい絵を描くことができると思います。


    私はほんとうに怖かったんですが、海に潜り、サメが来ると慌てて逃げて、ぎりぎりのところで映像を撮りました。そういった緊迫感の中から得た体験が大事だと思うんですね。


    今回お集りいただいた方々が自国に帰られて新しいことをする時に、過去の伝承されたものを保持しながら、新しい星座をまたつくっていただけたら幸いだと思います。


    青木 先ほど言い忘れましたが、タイのバンコク国立美術館で、今日ここに学長が出席していらっしゃるタイ国立の芸術大学であるシラパコーン大学が主催された現代美術の展覧会が行われていました。そこにも日本のアーティストも参加していましたが、アジア各地から、また世界から来た、すばらしい現代のアーティストの美術展であったということを改めてここでご報告しておきたいと思います。どうもありがとうございました。


    宮田 ありがとうございます。今の青木先生のお話ですが、同じいいものでも、違う場所に持っていくことによって、改めてそのよさを知ることができるというのはあると思います。今回のサミットがきっかけでいい連携が生まれ、改めて再確認もできるという環境になってもらえたらと思います。山村先生、あと一言いかがですか。


    山村 一国だけの文化ではなく、あらゆる文化を取り入れて、初めて今があると思います。国籍にはこだわることなく、いいものはどんどん吸収する、芸術家として貪欲にやっていかなければいけないと感じます。


    宮田 ありがとうございました。予定の時間がぴったりと来ました。もっとお話ししたいことはございますが、このあたりで私どもの鼎談は終了したいと思います。この後に続くシンポジウムがより実りあるものになればと思っております。ご清聴ありがとうございました。


    鼎談者プロフィール


    青木 保（あおき・たもつ）


    国立新美術館長。人間科学博士。文化人類学、比較文化論を専門分野とし、大阪大学教授、東京大学教授、政策研究大学院大学教授、早稲田大学アジア研究機構教授、2007年4月より2009年7月まで文化庁長官を経て、2009年8月より青山学院大学総合文化政策学研究科特任教授。この間、米ハーバード大学客員研究員、仏国立パリ社会科学高等研究院客員教授、独コンスタンツ大学客員教授なども務める。タイ、スリランカなどのアジア諸国、欧米各国等の文化人類学や文化政策の調査研究に従事。サントリー学芸賞受賞、吉野作造賞、紫綬褒章を受章。『儀礼の象徴性』『「日本文化論」の変容』『逆行のオリエンタリズム』『異文化理解』など著書は多数。最新刊に『作家は移動する』（新書館）があり、2011年12月に『「文化力」の時代』（岩波新書）が出た。


    宮田亮平（みやた・りょうへい）


    金工作家。新潟県佐渡に蝋型鋳金作家の二代目宮田藍堂の三男として生まれる。昭和47年に東京藝術大学大学院 美術研究科 工芸専門課程（鍛金専攻）を修了。イルカをモチーフとした「シュプリンゲン」シリーズなどの作品で、「宮田亮平展」（個展）をはじめとして、国内外で多数の展覧会に参加。「日展」内閣総理大臣賞や、「日本現代工芸美術展」内閣総理大臣賞など数々の賞を受賞し、2011年度日本芸術院賞を受賞。


    現在、東京藝術大学学長として大学経営にあたる傍ら、作家としての制作活動も活発に続ける。日展理事、現代工芸美術家協会常務理事、国立大学協会理事、文部科学省「文化審議会」委員（会長）、日本相撲協会「横綱審議委員会」委員を務めるなど、各方面にて活躍している。


    山村浩二（やまむら・こうじ）


    1964年生まれ。東京造形大学卒業。2002年『頭山』がアヌシー、ザグレブをはじめ世界の主要なアニメーション映画祭で6つのグランプリを受賞、第75回アカデミー賞にノミネートされる。また『カフカ 田舎医者』がオタワ、シュトゥットガルトなど7つのグランプリを受賞。アジアアニメーション映画祭にて優秀アーティスト賞受賞（2006年）。これまで国内外の受賞は80を越える。2011年カナダ国立映画制作庁との共同制作で『マイブリッジの糸』が完成。アルビーン・ブルノフスキー名誉メダル（2008年）、第30回川喜多賞（2012年）受賞。日本アニメーション協会副会長、ASIFA 日本支部理事、ヤマムラアニメーション有限会社代表取締役、東京造形大学客員教授、東京藝術大学大学院映像研究科教授。
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    [image: 3_01zentai.tif]司会 お待たせいたしました。引き続きまして、シンポジウムに移らせていただきます。シンポジウムには二つのテーマが設定されており、招聘校の代表者の方には、このうちのいずれかに参加していただくことになっております。


    では、これよりテーマ1「アジアにおける芸術の独創的展開」を始めさせていだきます。初めに、ご登壇いただく方々をご紹介いたします。


    まず、前列左手より、台湾芸術大学校長シェイ イォンチン様、台南芸術大学　応用芸術研究所所長　ジャン チィンユン様、ラサール芸術大学学長　スティーブ ディクソン様、愛知県立芸術大学学長　磯見輝夫様、インドネシア芸術大学デンパサール校学長　イ ワヤン ライ様、モンゴル国立文化芸術大学学長　ソニントゴス エルデニツォグト様、京都市立芸術大学音楽学部音楽研究科教授　龍村あや子様、ベトナム美術大学絵画学部講師　チェウ カック ティエン様、ホーチミン市美術大学副学長　ツォン フィ ドク様、金沢美術工芸大学学長　久世建二様、シラパコーン大学副学長代理　ターウォン コーウドムウィット様、韓国映画アカデミー院長　キム スンジュン様、東京藝術大学美術学部長　池田政治です。どうぞよろしくお願いいたします。


    テーマ1のモデレーターを務めるのは本学副学長の北郷悟です。では、北郷先生、どうぞよろしくお願いいたします。


    [image: 3_02kitagou.tif]北郷悟 ただいまご紹介いただきました北郷です。先ほど青木国立新美術館館長、宮田学長、そして山村教授のお話の中で、幾つかのキーワードが出てまいりました。「文化力が国力である」、「文化力が経済にもつながる」、「ハイブリッドな文化」、いろいろな言葉が出てきました。そして、山村先生からは「間が伝えること、間があるから伝わること」、そして宮田先生からは「古いものを伝えるということの重要さ」をお話しいただいたと思います。


    今回は、「藝大アーツ・サミット2012」の開催ということで、「アジアから世界へ―連携と共生―」という大きな主題がございます。


    その中で、今回私が担当するのは、「アジアにおける芸術の独創的な展開」というテーマです。お時間は全体で2時間半ほどを予定しております。13人の発表者の方にそれぞれ10分程度お話しいただいて、残りの時間として質疑応答等に20分ぐらい持ちたいと考えております。よろしくお願いいたします。


    近年グローバル化が加速する中で、アジアの持つ、または地域の持つ価値観の変化等、そういったものが多くの場面で見ることができると思います。特にメディアの普及は、デジタルの発達とともに社会に大きな影響を与えていると思います。私たちは芸術に携わる者として、それぞれの地域から参加された23大学の現状と未来を背景に、アジアにおける独創的な展開について意見をお聞かせ願えれば幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。


    キーセンテンスとして三つ挙げております。アジアの新たな芸術を展開するには、何が必要だろうか。そして、アジア固有の独創的芸術の発展はどこにあるのだろうか。三つ目は、真に人間の豊かさに資するため、アジアの文化遺産をどのように展開していけばいいのだろうか、というものです。


    これらについて、各国の先生方にご意見をいただき、そしてまた交流をさらに深めていきたいと思っております。


    それでは、最初に、台湾芸術大学からお話をいただければと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。


    伝統的製造業の強化と人々の生活の向上にデジタル・コンテンツを活用


    台湾芸術大学


    [image: 3_04taiwan.tif]シェイ イォンチン 宮田学長、各大学の学長、代表の方々、ご在席の皆様、関係スタッフの皆様、おはようございます。


    本日、申し上げたいことは、芸術大学の教育者として、また芸術関係者として、国や地域の文化、文化遺産をどのように伝承し、普及させるのか、また、新しい芸術、ニューメディアの技術のなかでどのように展開していくかということについてです。特にデジタルコンテンツについて、どのように芸術を生活に取り込むかなど、当校が行っている活動をご紹介したいと思います。


    台湾政府は文化のデジタル化による保存と伝承を国家プロジェクトとして行ってきました。これについては、いくつかの面から考えることができます。科学技術、特にデジタル技術を使って、固有の文化や芸術の素材をいくつかの機能的なものに変えることができます。一つ目は学習教材として、二つ目は高等教育での研究素材として扱うことができるようになります。


    これらの素材をどのようにデジタル産業に応用するか。また、最終的にはこれらの素材を文化の伝承のために活用すること。あるいは、最近各国で、特にアジアで流行っている文化産業に応用することです。そこから文化のイノベーション、レベルアップをすることができるでしょう。産業の向上につなげ、新たな文化やブランドを生み出していきたいと考えています。商品に芸術文化の価値をつければ、消費者がその商品を購入した時点で、芸術文化が庶民の生活に入っていったと言えるでしょう。


    過去に台湾ではいくつかの国家プロジェクトとして、芸術文化をデジタル化して伝えていくということが重要視されていました。つまり、産業の要素として落とし込むのです。デジタルコンテンツには、デジタルビデオ、電子出版、インターネットサービス、学習教材、携帯電話やiPadのアプリケーション、ソフトウェア、ゲームが含まれています。芸術文化の素材はデジタル化されることでこういったものに作り変えられるのです。


    過去の二つの例を紹介させていただきます。ご興味のある方は、Googleでこの二つのサイトにアクセスしてみてください。


    国立文化遺産倉庫

    http://nrch.cca.gov.tw/ccahome


    国立デジタルアーカイヴ

    http://www.ndap.org.tw


    これらのサイトには台湾の過去7〜8年間のデジタル化によって保存された文化芸術のデータベースがあります。一般の人々にも利用され、学校の教材としても使われています。


    一例を挙げさせていただきたいと思います。台北に世界宗教博物館という博物館があります。そこには世界各地の宗教に関する文物が収集、保存されています。もうひとつ、鳳甲美術館という地域の小規模な美術館が、同じ台北にあります。この博物館と美術館は、2005年にデジタル化を始め、いまでは優れたアーカイヴを持っています。中には、絵画、宗教絵画、宗教的文化財、刺繍作品、中国の書道、油絵、水墨画、そして版画、スケッチなどがあり、400点以上を数えます。


    取り込まれているものは、手書き原稿、画像、映像、声などです。それらがデジタル化され、ビデオ、音楽、音声などを使った商品となるのです。また、エンタテインメントや教育的な研究素材にもなります。そして、最も重要なのは、これらの商品をきっかけに文化と生活に関心を持つようになることだと思います。このようなやり方で、我々の生活を向上させ、芸術文化を生活に取り入れていただきたいのです。


    しかし、良いマーケッティングとプロモーションが無ければ、注目されませんし、産業として使ってもらえません。そこで、いま申し上げた博物館と美術館がコンテンツプロバイダーとなり、またライセンサーとなり、製造業者など、ライセンシーという権利を受ける側が出てきます。また、小売業者といった販売のためのチャンネルも必要です。販売チャンネルがあってはじめて商品を販売させることができます。そうしてはじめて庶民の生活の中に取り込まれることができます。そうでないと利益もありません。その利益を使って、より多くの文化財をさらにデジタル化し、商業利用できるように開発することができるのです。そうすると、やがて永続的なサイクルが生まれます。


    われわれの学校は、その間にあるコーディネータという役割を果たしています。全体の企画、デザインの提供、ビジネスを行っているのです。実は、ビジネスモデル全体はとてもシンプルです。まず、デジタルコンテンツがあり、開発には台湾芸術大学の教師と学生も加わります。我々は創意と伝統を融合させてデザインを生み出し、製造業者が生産を行うのです。そして、製造業者はマーケットの流通チャンネルを持っていなければいけません。既存の生産ラインと流通チャンネルのほか、海外での販売経験を持っているメーカーであれば、我々にとっては提携しやすくなります。そうでないと利益が生じないからです。また、その利益をさらに多くのデジタルの商品開発に投入でき、それが一回りして、商品が一つから二つに増え、最後にビジネスモデルが出来あがります。実は、このようなモデルで、芸術作品は複製できるものなのです。グループの作品であっても、ワークショップであっても複製していけるのです。


    台湾の故宮博物館などの公立博物館、美術館、私立博物館、個人コレクションの資料をデジタルテクノロジーを使ってデータベース化し、デジタルミュージアムを作ることができます。その後、コンテンツのライセンスをとり、商品にクリエイティブな価値を与えます。また政府の資金が投入されれば、産官学のコーポレーションモデルが出来上がります。


    今までにあまり無いモデルですが、もちろん、その中には法令、ライセンス、利益分配の問題があります。しかし、最終的な課題は、利益の増加と伝統産業のレベルアップです。このようなコーポレーションモデルでは、最初はコンテンツの選択、製造企業の選択、仲介業者、権利管理者の選択にも気を配らなければなりません。そして、アーティスト、教師と学生によるプロジェクトチームの人選と、数回の打ち合わせを経て、条件や契約などに合意できて、やっとスタートできるのです。


    生産のプロセスの中で、商品のデザインとサンプル作り、そして金型作成まで、教員がリードする学生チームは、お互いに協力し合うことで、ともに学び合うことができます。また、商業システムや市場運用なども身に付けることができます。そして最後に、生まれた商品が市場に出て、販売チャンネルを通して海外に出荷させることができ、お互いにWin-Winの関係になれます。その途中で、政府の資金投入があればもっとよいでしょう。政府の資金によりメーカーも学校も利益を得ることができます。三者ともWinと言えます。


    それでは、いくつかの例をお見せしましょう。これは中国の廟の玄関にあるオスとメスの2匹の獅子の彫刻です。博物館で保存されている資料はデジタルの画像で、これを使って教師と学生がアイディアを巡らせ、どうやって面白い商品になるのかを考えます。これは一体の起き上がりこぼしです。テーブルに置く文房具で、その腹部をあけるとマグネットが内蔵されています。中にクリップ、画鋲などを入れることができます。そして、これは起き上がりこぼしなので、機嫌が悪い時、叩いてストレスを発散させることもできます。もちろん、他人に投げつけることはできません。ガラス製なので投げたら割れます。商品の説明書には、その文化的な意味や由来が書かれ、この商品が持つ文化を伝えようとしています。獅子を廟の玄関に置く理由は邪気を避けるためで、この獅子をオフィスに置けば、邪気を避け幸運をもたらすというわけです。


    
      [image: 01_01-1.tif]


      
        起き上がりこぼしになっている獅子

      

    


    次は台湾や中国の廟にしか見られない投げ神杯です。これは若者のお気に入りの携帯用のもので、すぐに取り出して占いに使うことができます。


    
      [image: 01_01-2.tif]


      
        携帯用投げ神杯

      

    


    まだまだ沢山の例があります。これらの素材を使って映画やTVドラマにしたり、実物の商品やiPadなどのアプリケーションで使うバーチャルなアイテムを作ったりします。このような文化芸術の素材を活用して、沢山のコンテンツや商品を作り出せます。商品の販売により、文化芸術は庶民の生活の中に入り込み、いっぽうで外国の方が入手すれば、我々の文化や芸術への理解にも繋がります。


    ご清聴どうもありがとうございました。


    北郷 どうもありがとうございました。芸術をデジタルの産業に取り入れること。芸術作品や文化財をデジタルコンテンツにして教育研究に活用すること。それをさらにネットワークを通じてデジタルミュージアムというような形を計画されているというようなお話でした。おそらく世界各国、こういった活動、または試みは徐々にされてきて、それらが基本的にはネットワークというものを通じて世界のいろいろな人々に芸術の素晴らしさが伝わっていくというような状況なのかと思います。ありがとうございました。


    それでは、次のスピーカーとして、台南芸術大学のジャン チィンユン先生、お願いいたします。


    創作作業における心構え


    台南芸術大学


    [image: 3_05tainan.tif]ジャン チィンユン 私はいつも特別なテーマについて話す時、まず心構えから説明させていだだいています。壇上に上っている私は、実は一番やりたい仕事は作品制作です。しかし、ご縁に恵まれ、幸いなことに台南芸術大学で教鞭を執っています。これは二番目のやりたい仕事です。この仕事がなければ、ずっと工房で自分の作品に専念しているでしょう。外の世界にはあまり関心を持たなかったかもしれません。しかし、私は教員として、特に台南芸術大学は専門的で国際交流も活発で、研究熱心な大学として位置づけられています。そういうわけで、私は個人的な体験とグローバルな視野から、学生に外の世界とのコミュニケーション能力、卒業後に必要な能力を持たせる責任を負っています。


    本日、お話したいことは、アジアの一人の作家として、どうやって本来の自分を取り戻して自分の価値を見つけ出すかということです。工業化が進んだ現代社会で、芸術の価値というものは逆にはっきりと現れてきたのではないでしょうか。本来の価値を取り戻したい理由は、何かに対抗するためではなく、この社会環境のなかで自分を見つめ直さなければならないからです。一人の人間が持つ基本的な能力とは何でしょうか。それによって人々に幸福を与えるようなものが作れるかということ、これはその一つかと思います。


    それでは、本日のテーマに入らせていただきます。テーマは「創作における心構え」です。


    現代工芸の発展は産業革命を経て、手工芸に代わって機械による大量生産になりました。それは同時に現代における手工芸の発展は、現代芸術の影響を受けています。21世紀の最初の10年間に、作者、素材、用途、存在意義に対する「心構え」が次第に修正されていったのです。テクノロジーの発達により、人間が前進し、夢を実現するためには、手元にあるマウスを使うしかありません。現代アジアの手工業の価値を活性化する第一歩は、両手を使って私たちの能力を取り戻すことにあります。


    心構えとは、まず肉体労働をすることです。それには手足を動かす脳を使いますが、それは人間が生きていくために必要な根本的本能です。手足を動かす目的は欲望を実現するためです。


    人類が文明の進歩に向かって進んできた創造の道程は、歴史の記録のなかに今日まで残されてきました。実際に歴史上の対象物、すなわち工芸品などの文化的人工物は、ある文明の哲理の特徴や変化を捉えるための証拠を示すものとして、今日まで存続してきました。言い換えれば、工芸品の制作者は或る時空間で行われた作業の証人と言えます。そういう過程では、特定のスキルやテクニックを通して見られる人間の文明における知識の集大成は、手工業の作業の中に明らかに見られます。同時に、特定の時代に生きた職人の考え方はこれらの作業のなかに見ることができます。


    工芸品を作る作業は繰り返すうちに時と共に変化していきます。私たちは工芸技術と純粋な芸術的技巧という対照的な関係をあらためて見直している状況です。


    二番目の心構えとは、素材とのコミュニケーションです。創作の工程に入る前の工芸家と素材の関係は、制作の結果として生まれる作品の特質と美的価値を決定するのに影響を与えます。素材と対話する前に制作者が心構えを決めるのです。作品の前に立ちはだかる扉を開けるのにどの鍵を使うか決めるようなものです。素材は創作の単なる手段ではなく、対話の対象であるという認識があれば、特定の種類の素材の内なる声を聞くことができ、その真の性質を把握できるでしょう。


    アジアの美術史では、工芸と芸術を明確に分けていません。しかし、西洋美術史では、その区別が非常に明確です。つまり、西洋では素材とは芸術のコンセプトを確実に伝達するための媒体という役割を果たしているだけで、それ自体に主体や生命価値はありません。


    しかし、アジアでは、我々が素材を選ぶ時、遺伝子の中に長い歴史を通じて育まれた素材に対する特有の心構えがあるのです。芸術家と媒体の関係は主従ではなく、対等なのです。我々が素材の特質を把握し、対話を始める時、その素材が自分で声を発する可能性を尊重し、制作者の両手を通じて創作を完成させます。


    私の専門の陶磁器の分野では、第二次世界大戦の後、ヨーロッパの工業革命を経て、人間の代わりに機械で大量に生産するようになりました。


    そして、私は技術や機械を使ってどうやって創作するかということを学生に指導します。陶磁器をデザインし、機械を導入し、大量生産し、流通を通じて、一般に普及し、人々は楽しむことができます。しかし、その中に大事な問題もあります。デザイナー、または制作者として手元にある媒体と対話できない時、誤解が生じるのです。アジアを見直した時、東洋と西洋の根本的な違いが判りました。絶えず科学技術が進んでいる現在、十分な文化的な蓄積を取り戻すことが必要だということです。以上が本日最も大事な二つのテーマです。


    台南芸術大学の教員として、学校全体の計画について少し紹介させていただきたいと思います。これは当校の学生の作品です。


    こちらは当校の卒業生の作品で、現在当校の教員として働いています。彼は岐阜県美濃の国際陶磁器展で1等賞を獲得しました。


    
      [image: 01_01-3.tif]


      
        Yung Hsu Hsuの作品

      

    

    
    これは私の作品です。


    
      [image: 01_01-4.tif]


      
        ジャン チィンユンの作品

      

    


    当校の風景を紹介させていただきます。


    
      [image: 01_01-5.tif]


      
        台南芸術大学のキャンパス

      

    


    以上です。ご清聴どうもありがとうございました。


    北郷 ありがとうございました。アジアのアーティストとして自分の価値をどのように見出したらいいかということ、今日のアジアの手工業の価値を両手からその能力を取り戻すことだというようなお話をいただきました。


    ただいま韓国映画アカデミーのチェ イグアン先生が到着されました。ご挨拶いただけますか。（チェ イグアン先生、会釈）ありがとうございます。


    それでは、三番目に移って、ラサール芸術大学のスティーブ ディクソン先生、お願いいたします。


    伝統は現代へと向かう原動力


    ラサール芸術大学


    [image: 3_06lasalle.tif]スティーブ ディクソン ありがとうございます。まずは東京藝術大学と素晴らしい学長に、本日この場に発表者としてご招待いただいたこと、さらに、多数の興味深い意見について考察するこの重要なサミットを企画なさったことに感謝を申し上げたいと思います。アジア芸術の発展についての論議は、21世紀になってもなお伝統的芸術の保存・振興と、現代美術の発展・振興を対立させる議論に支配されています。後者は経済発展や台頭しつつある豊かで流動的な社会と明らかに連動しています。一方、伝統工芸の維持保存は、グローバル化と国際化という変化の両輪に、その生産と流通を維持する機会を見出しました。


    グローバル化も国際化も、それぞれが創造を刺激する触媒として、またアジアの文化政策のツールとして利用されてきました。国際化は非常に有益となり得ます。例えば、インドネシアのガムラン音楽が世界中の重要な作曲家達の作品にとりいれられるようになったり、異文化交流によりアーティスト同士が真に創造的な交流や国際的コラボレーションを行うようになったりしました。その一方で、グローバル化は時に一種の均質化をもたらす原因になり、アジア芸術を単なるブランド、装飾品、消費物に貶めることにもなりました。アジアの芸術や文化様式が盗用され、文脈から外され、矮小化される、一種のポストモダン帝国主義の類を我々は目撃してきました。


    けれどもそれと並行して、アジアのアーティストたちは歴史や伝統を振り返ることによって自らの存在意義を表現する新しい手段を模索しています。こうした勢いのバランスをとり、ポジティブな方向へと向けることが課題です。シンガポールのラサール芸術大学は、伝統を現代へと向かう原動力とみなしています。パフォーミングアーツの一年生は、ガムランのようなアジア芸術をいくつか学び、クラシックバレエにも触れた後で、現代舞踊に取り組みます。


    しかし、より重要なのは、我々が歴史と伝統と現代性をあわせもつ新しい形の芸術の発展を目指していることです。それは複数の芸術形態・ジャンル・技術・思想を横断するコラボレーションを通して追求されます。その目的は、地域に根差しつつグローバルな精神で発想する新世代の芸術家たちが表現できる、多分野を包括する新たなボキャブラリーを育むことです。そのため、我々は新しきものに投資しているのです。本校の教員は学生達と共同作業を行い、創造を探求させるとともにオリジナルの領域横断的な作品にも取り組ませます。先般、私もそういったプロジェクトを主催しました。アジアとヨーロッパから20の芸術系教育機関を招聘し、アートのハプニングやパフォーマンスの24時間ネット中継を行ったのです。


    さて、いかにしてアジア芸術の新しい形を発展させるかを議論する中で最もエキサイティングな展望は、芸術教育機関の我々が先鞭をきって協力しあうことの実現性です。異文化交流だけでなく、領域横断的な共同プロジェクトもありえるでしょう。そのような戦略によって文化や専門領域の境界が溶け合い、先駆的な作品の創造が可能になり、連携が目覚ましい成果や素晴らしい新ジャンルへの起爆剤となり得るのです。芸術大学は文化間・専門領域間を横断する芸術的イノベーションの最前線にいるべきです。共同作業は、単に合意点を見出すために相違を取り除くような引き算や妥協に基づくものではなく、足し算と構築の思想に則ったスタイルが良いでしょう。こうした構成主義は、まず最初にアイディア・表現・形態の複雑なレイヤーを構築するとスムーズに進みます。それは差異を長所として強調するような、共感に基づく相互補完の原則によって機能するのです。その上で、更なる対話や共同作業を重ね、新たなフェーズに発展させることができるでしょう。このフェーズは手法やテーマの統合を試み、再解釈や融合を行って新たなコンセプトの形で表現することになるかもしれません。それと同じくらい、場合によってはもっとラディカルに、逆の方向にいく場合もあるでしょう。文化的アイデンティティや表現の相違を賞賛し、衝突を前面に押し出す新たな美の様式を探究するようなものもあり得るのです。


    これは調和のスペクタクルにとどまらず、実際に全く新しいキュレーション形態や文化融合のモデルを発見することになるかもしれません。そのようなヴィジョンは野心的でことによると不可能かもしれませんが、野心と不可能性こそアジア芸術を発展させる我々の大学の戦略の核となるべきです。アイロニカルで直観に反することかもしれませんが、国家や地域や小さなものの美的相違や文化の統一性を受け止め賞賛するためには、逆説的ですが、とても大きなスケールで考える必要があるのです。アリガトウ。


    北郷 ありがとうございます。他分野を包括する新たなボキャブラリーを育んでいくため、グローバル化と国際化の両輪に生産と流通を維持するというようなお話でした。文化的なぶつかり合いがあるからこそ融合があるというようなことでした。


    次に、愛知県立芸術大学の磯見輝夫先生、お願いいたします。


    各地域の文化や芸術を受け入れ、尊重することから始める


    愛知県立芸術大学


    [image: 3_07aichi.tif]磯見輝夫 最初にお断りしておきますが、議題のテーマを的確に理解しているかどうか、ちょっと自信を持つことができませんでした。もしかしたら私の発言は的外れであるかもしれないという疑念を持ちながらの発言であり、そのことを初めにお詫びしてお断りしておきます。


    アジアにはさまざまな国があり、それぞれの民族、風土、歴史を踏まえた文化を持っていることは自明であります。その多様性の中で、文化について、「アジア」として一緒にくくることが果たして適切なのかどうか。むしろ、アジア地域に属する国々、国というより、より細かい地域や文化を丁寧に探ることが最も重要なことではないかと考えます。それには、芸術家が国や国家を超えた意識を持てるかどうかが問われます。広くさまざまな文化のあり方を受け入れ、それを尊重し、尊敬できる視野の広さと柔軟性、また謙虚さが必要であり、それがまず我々が持たなければならない基本的な姿勢だろうと思います。このサミットにおけるテーマの「アジアにおける芸術の独創的展開」という言葉の芸術が何を指すのか、はっきりさせておかなければなりません。アジア各地特有の美術や音楽等の伝統的独創性なのか、そうした土壌から生まれた今日的芸術なのか、伝統的なものを保存し、それを世界に伝えるというのであれば、わかりやすいことですが、現代に生まれる現代の芸術を指すのであれば、それは多岐にわたり、必ずしもアジア的と一概には言い切れないのではないでしょうか。


    風土や文化は芸術家に大きな影響を与え、その人間形成に大きな意味を持ち、表現者としての基盤となることは確かですけれども、実作者にとっての芸術は基本的に個のものであり、結果としてアジアの一員であることではあっても、その個人にとって最初からアジアを掲げることが必要だとは必ずしも言えないのではないでしょうか。個人として、実作者が受ける影響はさまざまであり、その中には西洋の文化の影響も少なからずあるでしょう。


    これまで日本にも他国からさまざまな文化がもたらされました。この土地固有の縄文人の文化、渡来の弥生人の文化、古来の神々、仏教、儒教、キリスト教、それらは重なりながら今の日本の文化を形成してきたと言われます。そうした中から生まれる芸術を一つのカテゴリーの中に整理することは難しいだろうと思います。これは私自身の資質の問題であるかもしれませんが、大きなくくりを考えるよりは、小さな文化や芸術を丹念にすくい取り、それを尊重することのほうが大切であり、そのための活動に力を入れるべきだと考えます。そして、それが経済と科学を偏重し、疲弊した現代社会に対する警鐘や打開へのヒントを生み出す機会になれば、社会への最も有効な意味を持つことになるでしょう。


    私自身のことを言えば、これまで近隣のアジアの文化に対して特別の関心を抱くことが少なかったことにその不明を恥じるばかりです。アジアの中のさまざまな文化、思想を知ることは、日本人として暮らす自分を取り巻く文化、自分そのものを省みる機会となります。そして、それにはできる限り知ろうとする意欲と実際にその土地を訪れる機会を積極的に増やすこと、人的な交流が不可欠でしょう。


    数少ない経験の中で言えば、数年前に内モンゴルを訪ねる機会を得たとき、そこで草原の暮らしをほんの少しかいま見ることができました。そこで、草原には決まった道がないということを知りました。一つの道は何年か使うと、その道の大地の再生のために別の道に変えるということ、それがモンゴル人の暮らし方であり、自然との向き合い方であることに、日本に暮らす私の常識は見事に覆させられました。


    しかし、そうした暮らしや自然観も少しずつ失われていくようであります。「アジア」と区切ることが適当であるかどうかわかりませんが、西洋がリードする現在の社会に対する提言として、アジアにはまだ残されている、人間が自然の一部であった文化を拾い出すことには、大きな意味があるように思います。独創的というならば、現代社会が見失ったものをもう一度アジアの中に見ることのような気がします。アジアの芸術の創造性ということが、経済を基盤とする現代社会の価値観から離れて、それぞれの文化を背景にした自由な発想から生まれることを期待したいと思います。この議題の「アジアにおける芸術の独創的見解」を考えるとき、アジアとして区切ることから始めずに、アジア地域のそれぞれの芸術大学がその地域のさまざまな芸術活動を丹念に拾い集めることから始めて、その中からアジア的なるものを見つけ出すことが私には有効な道筋に思えます。


    このサミットがそのきっかけとなり、アジアの人々が芸術を通して理解を深め、アジア的なるものが人間社会の再生に資することができれば、最も価値あることになるでしょう。ありがとうございました。


    北郷 磯見先生、ありがとうございました。芸術家の基本的な姿勢、国際的な視野が必要であること、そして、人間が自然の一部である文化を拾い出すこと、芸術家が地域の芸術活動を拾い集める活動をするべきであること、さらに人的交流が最も必要であるというようなお話をいただきました。ありがとうございました。


    では、次に、インドネシア芸術大学デンパサール校イ ワヤン ライ学長、お願いいたします。


    越境するコラボレーションの可能性


    インドネシア芸術大学デンパサール校


    [image: 3_08denpa.tif]イ ワヤン ライ ありがとうございます。まず始めに、この名誉あるイベントに招いてくださった「藝大アート・サミット2012」のみなさんに感謝したいと思います。インドネシア芸術大学デンパサール校からは、私のほか、作曲家で学者のイ ゲデ アリャ スギアルタと、振付師でダンサーであり、ヴォーカル・ティーチャーであるイ グスティ スリナティーさんも来ています。ありがとう。


    このプレゼンテーションでは、インドネシア芸術大学デンパサール校、すなわちISIデンパサール校が主催した、ある国際アート・フェスティバルの開会式に特に注目して、アジア芸術の独創的展開について論じたいと思います。このイベントは2007年11月21日、インドネシアのバリにあるサヌール・ビーチで開かれました。インドネシアの芸術学校や地域コミュニティ、パプア州のアスマット族に加え、アジアをはじめとする世界中の芸術学校や芸術大学の人たちが参加してくれました。このイベントは、特にパフォーミング・アートの領域において、アジア芸術の独創的展開の実例となっています。これは内外の文化芸術のコラボレーションであり、アートと文化のさまざまな側面が芸術的に混合されました。キーワードはコラボレーションです。内外の文化コラボレーション、または国家文化コラボレーションという言葉を、私は、一国の伝統的要素や伝統的概念を用いて新たな芸術形態を生み出すコラボレーションという意味で使っています。内外の文化コラボレーションにはもうひとつのタイプがあって、それは二つ以上の国の伝統的要素や伝統的概念を用いるコラボレーションです。この国際アート・フェスティバルが独特だと思うのは、これが多くの独創的アイディアを刺激したからです。以上のことから、この重要な機会にあたり、私のアート・コラボレーション経験をみなさんと分かち合って、アジアで生まれた新たな芸術形態に光をあてられればと思います。


    このきわめて独創的なイベントの会場にビーチが選ばれたのは、人間と神との、人間と人間との、人間と自然との調和を表わすバリの歴史的概念「トリヒタカラナ（Tri Hita Karana）」を考慮してのことです。ですから過去に注目した場合、この歴史的概念は一度に一国の文化的コンテクストを指し示すことになります。どの国の人々もビーチから出発したのですから。飛行機などなかったので、文化的接触はビーチを介して起こっていたのです。この場合、われわれは創造のプロセスを考える必要がありました。それはまず準備から始まります。互いに同意したテーマに基づいて新たな作品を作るにあたっては、アイディアや哲学などを共有しなければなりません。そののち、この場所について掘り下げてみて、新たな芸術創造形態を見つけようとしました。


    コラボレーションなり芸術制作なりの何かをする場合、バリでは伝統的に、まずガムランを演奏して観客を呼び集め、歓迎します。女性のグループによってガムランが演奏されました。


    女性だけでバリのガムランが演奏されています。これは「ペ・カカ」というものです。


    
      [image: 01_05-1.tif]


      
        サヌール村の女性ガムランクラブ

      

    


    地元のグループだけでなく、メキシコや日本、アフリカ、ヨーロッパ、米国などからわが校に留学している学生たちも参加して、ジェゴグというガムラン楽器を演奏しました。

    
    
      [image: 01_05-2.tif]


      
        ジェゴグを演奏して参加者と観客を歓迎する

        ISIデンパサール校の留学生たち

      

    


    こちらはイベントに来てくださった、当時の国家教育省の人たちです。

    
    
      [image: 01_05-9.tif]


      
        国家教育省の来賓

      

    


    観客のなかには、たとえばサルドノのような、非常に有名な振付家たちもいました。イベント制作の同僚のなかには、提携校である千葉市の神田外語大学から来てくださった教授もいます。これは、先ほどお話しした「トリヒタカラナ」の最初の型です。パフォーマンスは神に感謝する儀式から始まりました。儀式のほかに、地元の船乗りたちも参加してくれました。こんな感じでパフォーマンスは始まりました。こちらは、われわれの学生のパフォーマンスです。


    
      [image: 01_05-3.tif]


      
        学生によるダンス・パフォーマンス

      

    


    こちらはビーチにいるダンス専攻の学生たちです。こんな感じで、ダンスの新しい動きを生み出そうとしています。波からインスピレーションを得て、その場で動きを作り出していきます。こちらの伝統的衣装を身に着けているのは、西スマトラのISIパダン・パンジャン校に勤める同僚です。


    こちらはバンドン校の人たちですね。


    
      [image: 01_05-4.tif]


      
        伝統的衣装を身に着けたISIパダン・パンジャン校の同僚

      

    


    
      [image: 01_05-5.tif]


      
       インドネシア芸術高等学校バンドン校の学生たち

      

    


    こちらの人は、東ジャワ州のスラバヤから来てくださいました。


    
      [image: 01_05-6.tif]


      
        スラバヤの同僚

      

    


    こちらはわれわれの大学、ISIデンパサール校の学生です。


    
      [image: 01_05-7.tif]


      
        ISIデンパサール校の学生

      

    


    これはわれわれの学生と、パプア州のアスマット族の人たちとのコラボレーションです。


    
      [image: 01_05-8.tif]


      
        ISIデンパサール校とアスマット族とのコラボレーション

      

    


    ここで取り入れられているのは、パプア州の実際の伝統です。アスマット族のリーダーのひとりの合図で、全員でカヌーを漕いでいます。これはもうパフォーマンスの終盤にあたります。


    結論として、アジア芸術の独創的展開においては、芸術的なプレゼンテーションだけでなく、バリの「トリヒタカラナ」の概念に見られるような調和も考慮せねばならないというのが私の考えです。繰り返しますと、この概念は人間と神との、人間と人間との、人間と自然との調和を意味するものです。ご清聴ありがとうございました。


    北郷 ありがとうございました。幾つかキーワードが出てまいりました。内外の文化芸術のコラボレーションということです。ある国の伝統的な要素を取り入れながら、新しい形の作品を生み出すこと。そして、もう一つは、総合的な文化のコラボレーションということで、複数の国の伝統的な要素を取り入れるというお話がありました。さらに、哲学の共有ということも出てまいりました。本当にありがとうございました。映像を見ると、空気、そして温度が伝わってきます。非常に美しい画像をありがとうございました。


    さて、次は、モンゴル国立文化芸術大学のアラタンツェツグ チョローン副学長、お願いいたします。


    文化遺産を現代の文化につなげ、グローバルな架け橋に


    モンゴル国立文化芸術大学


    [image: 3_09mongol.tif]アラタンツェツグ チョローン 2011年に三田村教授をリーダーとする東京藝術大学の代表団が私の大学に来られて以来、友好関係が芽生えたことを嬉しく思っています。


    今日の東京は暖かいです。モンゴルで言えば夏日です。モンゴルでは今、早くも本格的な初雪が草原を覆い、農家の人々が初霜と冬の兆しに見舞われた穀物と農作物の収穫に追われています。我が国は四季の変化が非常に激しく、冬は氷点下50度にまで下がる気温が夏には40度以上になるのです。モンゴル人は何世紀にもわたり、自然や四季の特性と個性豊かに調和した遊牧民的な生活様式を送ってきました。我々の中にあるものは全て、生まれながらにして自然と繋がっています。我々の考え方、信仰、祈り、歌も踊りもです。無限に広がる草原からモンゴルのホーメイや長歌が生まれたのは偶然ではなく、両者ともモンゴル以外には存在しない人類の文化遺産としてユネスコに登録されています。モンゴルの遊牧民のほとんどが長歌を歌い、父母、愛、馬、山々や水を讃えます。我々は客人を迎えることを無上の喜びと考え、千年にもわたる接客の文化があります。13世紀のモンゴルの首都には、教会や寺院や修道院など、あらゆる宗教が平和に共存していました。モンゴル人は常に他者の知識や経験から学んできたのです。また、我々は新しいものの習得や体験を非常に好みます。西洋の芸術や文化が幅広くモンゴルに根付いたのはおそらくそのためでしょう。ごく短期間のうちにモンゴル人はバレエやオペラをとりいれ、ヴェルディやチャイコフスキーに惚れこみました。シェイクスピアの『ハムレット』はモンゴルで人気の高い作品のひとつです。しかし残念ながら、モンゴルは芸術や文化への金銭的投資はあまりしてきていません。3世紀近くも他国に支配され、三百年におよぶ悪夢の生活を送ってきたからです。それでも我々はモンゴルの生活様式や価値観、自然への畏敬と一体感をホーメイや長歌を通じて保持することができました。今日のモンゴルは潤沢な鉱物資源や、小柄ながら才能豊かな国民、輝かしい歴史、世界各国との友好な関係で知られています。モンゴルは大いなる表現、大いなる希望の国なのです。


    モンゴル人は世界の様々な地域で生活し、学び、働いています。日本の相撲界で成功している者もいます。モンゴル人は相撲を通して日本の人々について学んでいます。こうしたことが文化交流の美点でしょう。


    現在、我々のただひとつの青い地球は温暖化や経済停滞、テロリズム、人身売買など、様々な脅威にさらされています。このような困難な時こそ我々は立ち上がり、文化や芸術によって一丸となって人類共通の問題に対抗すべきです。モンゴルはアジアの中でも中国・韓国・日本とはかなり異なった国です。しかし、我々が互いの文化・伝統・思想・生活様式をより良く理解すれば、困難に耐えることができるでしょう。そのためには、子供たちが映画を鑑賞し、歌って踊り、友達になれるように働きかけなければなりません。もしもプロデューサーが日本人、脚本家がモンゴル人、監督が中国人、音楽がベトナム人作曲家による映画を世界中で上映できたら、素晴らしいことではないでしょうか。それは実現可能ですし、我々にはできるはずです。


    我々の探究が、人間同士のより深い相互理解の一助となることを望んでいます。モンゴルには「隣人同士は同じ喜びと同じ問題を抱えている」という諺があります。我々教育機関がひとつの願い、ひとつの目標を共有すれば、この地球をより良い住処にできるでしょう。世界をより良い場所にするという高潔な理想のため、共同の施設や教員組織を設立することはできないでしょうか。アジアの芸術文化のための大学を設立することも可能です。当然、設立にあたってどのような形態、組織にするか、他の細かいことなどについて相談すべきでしょう。我々はそのような話し合いの機会を歓迎します。建設的な共同作業のために最も重要なのは知識と相互理解です。互いを知るきっかけを下さった東京藝術大学に深く感謝を申し上げると同時に、みなさまにぜひモンゴルへお越し頂きたいと心より思います。ありがとうございました。


    北郷 ありがとうございます。新しく経験することの重要性ということが非常に新鮮に聞こえました。お互いの理解を深めることが重要であるということで、ちょうどお相撲の画像が先ほど出てまいりましたが、東京藝大の宮田学長もお相撲の委員をしていまして、いろいろとお相撲の文化を応援しております。


    さて、次に移っていきたいと思います。京都市立芸術大学の龍村あや子先生、お願いいたします。


    各地域固有の芸術文化をサポートするシステムが必要


    京都市立芸術大学


    [image: 3_10kyoto.tif]龍村あや子 私は音楽学者ですが、今日は音楽と美術を包含した話をしたいと思います。


    まず始めに、アジアの伝統文化・芸術に関し、「独創的展開」という表現を使うことには若干の違和感を覚えます。なぜならば、「独創性」–これはオリジナリティと理解したのですが–という概念は、通常個人の独創性について使われる、欧米的・近代的概念であり、アジアの伝統には本質的になじみにくい概念だからです。ですから、あるアーティストのオリジナリティはどこにあるか、というような話でよく用いられるわけです。


    アジアの美術の伝統的なあり方を見ると、民族固有の伝統とその技法を重んじ、指導的な立場の個人はいても、工房による作品の制作が今日まで中心として広く行われてきました。これは日本でも同じようなことだと思います。


    また、アジアの伝統芸能は、王宮や、その他さまざまな特定の階層のための音楽・舞踊の上演を基本としており、個人の創造性とはあくまでも、「伝統の中で培われた範囲内での新たな創造」にほかならなかったと思います。


    したがって、この発表においては、この独創的という概念を、「さまざまな文化に固有な伝統とそれに基づく新たな創造」というように読みかえて、以下の議論を進めたいと思います。


    まず、日本におけるアジアの伝統文化、伝統音楽等々の受容、ということを振り返ってみましょう。アジア芸術との交流の歴史をこの観点から考えてみた場合、いわゆる国際化の波は既に1970年代に顕著に始まったと言えるでしょう。日本においては、この波は1970年の大阪万国博覧会によって決定的に形づくられ、アジアの伝統芸術に関する関心や情報量は、これ以降、飛躍的に増大しました。国際交流基金をはじめとする公的機関によるさまざまな国際展覧会の開催や、アジア伝統芸能の交流、エイジアン・トラディショナル・パフォーミング・アーツ、略称ATPA（アトパ）というものの開催と、それによる効果は、その後のアジア芸術の交流に大きな足跡を残しました。


    音楽で言うならば、例えばジャワの宮廷ガムランの演奏は、今日では欧米でも日本でも、民族音楽学の授業のカリキュラムに取り入れられています。


    この波は、2000年以降は、アジアの国々への旅行とそれに伴う観光の場での伝統文化の鑑賞へとつながり、一般的にはアジアの文化への関心は、日本においてかなり増大したと言えるでしょう。


    しかしながら、それにもかかわらず、2012年の今日において、果たしてアジアの国々の人々が、一体どれほど他のアジアの国々の文化、芸術について正確な知識を持っているかは疑問です。


    大学の授業で映像を見ることはたまにあっても、アジアのほかの地域の伝統芸能や新しい美術作品に実際に触れる機会はほとんどありません。日本の大学ならば、韓国や中国、インド、インドネシア等の芸術は学べる機会が比較的多いのですが、それ以外の国々の芸術文化については、残念ながら学ぶ機会は少ないでしょう。今日では、アジアの美術の展覧会やアジアの音楽の演奏会は、民間ベースで行われることが多いのですが、そういう機会に積極的に参加する人々は、多くの場合、アジアの文化に特に関心を持つ一定の人々に限られています。


    以上のような現状を踏まえ、ここで主催者側から与えられた三つの課題についてお答えしたいと思います。まず一つは、アジアの新たな芸術を展開するには何が必要か、という問いかけです。それに対して、二つの答えを（レジュメに）書きました。


    第一に、各国の実情に応じた芸術文化のサポートシステムをつくること。すなわち、アジアにはさまざまな国々があり、その経済的状況もさまざまであるため、画一的なシステムよりも、実情に応じたシステムの構築を、委員会をつくって考えることが必要であるということ。第二に、互いの交流を深め、定期的に、自国のみならず、他の国々での展覧会や演奏会の機会を設けることが重要であること。これは、たしか1970年代ごろには非常に盛んになり、急激にこういう機会が増えたのですが、近年はそういう公の機会というのが減ってきているように思います。


    二番目の課題は、アジア固有の独創的現実のさらなる発展はどこにあるかという問いでした。これについては、先に述べたことに加え、次の三つの点を挙げたいと思います。


    第一に、若手の作家や音楽家に対して、アジアの大学が共同して何らかの奨学金制度を設けること。第二に、新たに創造された作品や特別な音楽会に対して奨励賞を設け、経済的に後押しをすること。第三に、これも強調したいことなのですが、アジアの国々には多くの少数民族が居住しており、それぞれの民族の持つ固有の芸術文化の紹介や奨励、そのための経済的サポートを強化することが必要だと思います。国家というものは、政治的・経済的な基盤ですが、民族性・エスニシティというものは、芸術創造の基盤となる個人のアイデンティティを形成している重要な要素だと言えます。つまり、「ある国の芸術文化を保護しよう」という観点だけではなく、「ある国のある少数民族の人たちが持っている伝統的な文化や、すばらしい音楽文化について、それぞれ独特なものがある」ことを認識したうえでサポートを考えること。この点は特にアジア芸術のあり方を考える上で重要であり、国家という枠組みだけではなく、もう少し視野を広げて考えたほうがいいと考えます。


    次に、与えられた三番目の課題は、真に人間の豊かさに資するためには、このアジアの文化遺産をどのように展開していけばよいかということです。これには第一に、先に述べたことが金権主義や経済主義に陥らず、芸術を通じての人間同士の交流へとつながるように努力すべきである、ということです。特に交流というものが民間ベースで行われるようになってから、たとえば伝統的なものをパフォーマンスの場でやるときに、お客さんが喜ぶように変化させてしまう、というようなことが多々起こっておりますが、こういうことに関して、もし公的な機関が関与するのであれば、十分な思案と配慮をする必要があると思います。


    第二に、伝統文化に携わる人々が経済的に生活できるように配慮すべきであること。本当にすばらしい技術を持っている人たちが、食べられないために、どんどんとその技術が失われていくということが、日本でも全国津々浦々で起こっております。この問題をこの機会にぜひ考えていただきたいと思います。


    第三に、アジアのすべての人々が、自国の文化だけではなく他の文化の芸術に触れる機会を増やすことも重要です。この三番目に関しては、さきほど申しましたように、昔は公的な機関を通じたいろんなイベントがあったわけですが、最近はそういうことが非常に希薄になって、それこそ本当に観光の場のエンタテインメントに任されているような状況です。ですから、他のアジアの芸術文化の本当に深い理解というものが、この二、三十年の間に一体どこまで進んだと言えるのか、ということは、考えるべき問題であろうと思います。


    私は9月に中国の新疆のウイグル自治区に調査に参りましたが、そこの芸術学院の院長先生も、その時はこの会合に来られるとおっしゃっていましたが、残念ながら来日がキャンセルになったということであります。そのことを一言申し上げて、この発表を終わりにしたいと思います。ありがとうございました。


    北郷 ありがとうございます。さまざまな文化に固有な伝統とそれに基づいた新たな創造というような言葉でまとめていただきました。各国の芸術文化のサポートシステムをつくること。民族性は芸術創造の基盤となる個人のアイデンティティの形成でもある、ということです。若い人を育てようということは、大学で芸術を学んで、社会に飛び出した後では、なかなか制作を続けていくということが難しいということがございますので、そこのところのサポートシステムを考えようではないかということでございます。東京藝術大学でも、35歳までのアーティストの支援ということについて検討を進めているところでございます。


    それでは、次に移りたいと思います。ベトナム美術大学のチャウ カックティエン先生、お願いいたします。


    ベトナム美術史の文脈から


    ベトナム美術大学


    [image: 3_11vietnamArt.tif]チェウ カック ティエン ご紹介ありがとうございます。皆さま、はじめまして。自己紹介をさせていただきます。私はチェウ カック ティェンと申します。ベトナム美術大学の絵画部門で働いております。どうぞよろしくお願いいたします。東京藝術大学の学長、ご参加、ご出席のみなさま、私は我が校の代表として、この藝大アーツ・サミットで「アジアにおける独創的展開」について発表させていただくことを光栄に思います。


    では、ベトナム美術を振り返るところからお話を始めたいと思います。ベトナムは、湿潤な稲作文明を基盤とした農耕文化に深く根差すとともに、海外のさまざまな文化的要素の影響を受け続け、さらには4000年の歴史的経緯における独特の政治的変動の結果、アジア諸国の中でも特異な美術や工芸の伝統を持つ国であるといえるでしょう。


    ベトナムの初期の歴史は、独立に向けた絶え間ない苦悩の連続でした。最初の千年紀は中国による支配でしたが、それはやがて9世紀には終焉を迎えました。芸術や文化に限らず、習慣、宗教、教育など、ベトナムのあらゆる側面においてかつて中国の封建文化との類似性が認められるのはこのためです。


    1925年以前のベトナムにおける美術は、単に伝統工芸、民族彫刻、および紙絵画（ハンチョンの民族絵画、キムホアンやドンホーのようなライス・ペーパーに印刷された版画）が知られるのみでした。伝統美術において、「アーティスト」という概念は存在しませんでした。その代わり、ベトナムにおいては、工芸職人や工芸村が中心的な存在でした。職人たちは宗教組織や王侯貴族に仕える存在でしたが、チームでの共同作業によって、金銀を施した王家の宮殿や仏像といった共同彫刻や建築への装飾など、規模の大きい仕事に取り組んでいました。


    1925年という年は、ベトナム芸術の発展において、ひとつの大きな転換点となった。第一に、この年、フランスによりハノイの地にインドシナ芸術学校（ベトナム美術大学VNUFAの前身）が設立されました。第二に、この年、ベトナム近代芸術が生まれたと言われています。インドシナ期と呼ばれる1925年から1945年の間は、ベトナムにおいて若い近代芸術が花開いた時代だと言われていますが、それを証明するように、ニューエン ギア トリ、ト ゴック ヴァン、トラン ヴァン キャンといったベトナム美術の巨匠が台頭してきました。ベトナム社会において「アーティスト」という概念が生み出されたのはまさにこの時代です。さらには、この時代になってようやくベトナムの美大生たちが、解剖学、パースペクティブ、人物画、絵画、油絵、鉛筆画といった西洋美術の学術的基盤に触れるようになりました。また、この時代のアーティストたちの美術制作の発展に貢献した二つの新しい（しかし伝統に根差した）材料が発見されました。幾多の試行錯誤の後、ベトナム人アーティストたちは、かつて贈答品用だけに使われてきた漆塗りと絹をベトナムの現代美術におけるオリジナルな材料へと昇華させることに成功しました。


    1945年9月にフランスから独立したものの、ベトナムは米国との戦争に突入し、1975年まで解放を勝ち取ることができませんでした。ベトナムにおけるアーティストの第一世代（1925年〜1945年）は、当時の社会問題を取り上げることを避け、西洋文化の影響を受けた風景画や人物画を描いてきました。これに対して、第二世代のアーティストたちは、ロマン主義的スタイルから脱却し、ソ連が主導した社会主義的リアリズムの影響により革命運動を主題とするようになりました。この時代の芸術の役割は革命運動を表現することでした。さもなければアーティストは批判の対象となったのです。1960年は、社会主義的リアリズム絵画の発展のピークと見なすことができるでしょう。


    1986年のドイモイ（改革）は、ベトナムにおける経済改革政策に与えられた名称です。市場経済、商業主義、マスメディア、そしてグローバル化は、アートのムーブメントにもドイモイの影響をもたらしました。アーティストは、強い創造性により自らの思想を表現する自由を獲得した。アジア地域の、および国際的なパートナーおよび機関との学術交流を通じて、インスタレーション、パフォーマンス、ポップアートおよびビデオアートといった現代芸術のフィールドが活況を帯びてきています。


    2003年から2009年にかけて、VNUFAおよびウメオ美術アカデミー（スウェーデン）の間で設立されたSIDA基金からの助成による交流事業が展開されました。スウェーデンの専門家による支援の甲斐もあり、2007年以降、ビデオアートが公式にVNUFAのカリキュラムに組み込まれました。同様に、漆塗り、絹、木工細工といったベトナムの伝統的な芸術材料も、交流展示やセミナー活動を通じてヨーロッパにおいて認知度が高まっています。


    ベトナムにおけるアートを取り巻く歴史的背景をふり返りながら、与えられた三つの主題に応えるために、次の考えを示唆したいと思います。


    まず、アジアの新しいアート表現の創造に向けて何が必要か？ ということです。それには、アーティストが自らの才能を活かすことができるようにするための政府によるマクロスケールでのマネジメント、また、現代社会におけるアーティストの役割の再定義、アジアの美術学校と大学の共同がより強化されるべきであること。特に、アジア全域におけるアートと文化的知見の交流に向けた講師や学生の交換の強化が必要でしょう。また、現代的な実験芸術を教育カリキュラムに組み込むこと。若い世代が国際的なアートムーブメントや潮流につねに触れられるようにすることも重要です。そして、より効果的な国際コミュニケーションに向けた英語力の強化を計ることが必要です。


    二つめは、アジアにおいて、ユニークで創造性の高いアートが進化する可能性を高めるにはどうすれば良いか？ ということです。それについては、まず、それぞれの国と地域において、それぞれの伝統的アートとの関係から見つけることができること。伝統と近代的なスタイルを融合する実験、工芸とアートの両方において、地域的な芸術品の質的向上に向けた共同研究が行われることです。


    三つめは、「人類」の生活をより豊かなものにするためにアジアの文化遺産はどのように発展すべきか？ ということです。それに対しては、参加者の活動情報を共有するインターネット・ウェブサイト（例えばデジタル・ライブラリーの形式で）を通してアジアの芸術アカデミーおよび大学の間のネットワークを確立し、参加可能なものにすること。芸術教育を通じて一般大衆の芸術に関する知識を向上し、アジアの文化的エリートを育てること。アジア地域とその他の世界との間で、文化的交流と統合を図ること。マスメディア、コミュニケーション、アートマガジン、専門的定期刊行物、広報誌の活用が考えられるでしょう。


    これで私のプレゼンテーションを終らせていただきます。ご清聴ありがとうございました。


    北郷 ありがとうございました。それぞれの古典的活動を越えて、新しい美的活用を見つけること。個性や独自の視点が重視されることによって、革新的創造性が生まれるというようなお話でした。そして、アジアの芸術コミュニティが独創的な展開を非常に期待されているというようなお話だったと思います。


    続きまして、ホーチミン市美術大学ツォン フィ ドク副学長、お願いいたします。


    グローバル化と地域や個人が持つアイデンティティ


    ホーチミン市美術大学


    [image: 3_12hochimin.tif]ツォン フィ ドク 現代社会の動向のなかで、あらゆる分野において、ITは人と人、人と社会を効果的かつスピーディーにつなぐものとなってきています。そのため、芸術が地域、民族の違い、国境を超えて交流しあうという様子が明確に現れてきています。芸術家の創作活動というものは、その芸術家が所属する国の美的伝統、文化、自身の芸術思想に、大きく影響されています。


    しかし、社会的な見地から言えば、芸術家自身は、実際には特定の時代のなかで、特定のコミュニティのなかで生きている人間なのです。そのため、平和な生活、団結・友好関係、人間性、深刻な問題となっている生活環境や天災における人間の生命といった問題は世界の各国や各民族に対して影響を与え合っています。それらの問題を、芸術における新しい要素や技法として開拓し、芸術作品という手段を通じて伝え、できるだけ多くの国家間の共感・相互理解・応援を促進するということは、芸術家たちの役割といえるでしょう。時代や社会の流れに応じて、芸術家は創作活動と様式を変化させ、その時代および歴史的なコンテキストのなかで芸術作品を位置づけ・役割を明確にすることができます。従って、国際化の動向により、アジア芸術の創作活動の統合と連携は、創造の価値体系の一致がなくては推進されないでしょう。勿論、この統合と連携は、各国および各民族の文化や芸術的価値感に基づく、人間性や倫理観など、その時代と人間の基本的な要素を含んでいます。ここで言う統合と連携は、方向付けるという意味をも含んでいます。芸術家の独創性と個人としての流儀を失うということでは決してありません。


    美術とは視覚芸術であり、そのため、言語のように国々によって異なる壁がある分野より、接近しやすい分野だと言えるでしょう。各国、各民族に特有の言語などの独特な伝統芸術は、アジアの文化・芸術を多様化し、発展させ、現在と未来の人類の文化を豊かにすることに貢献できるでしょう。


    北郷 ありがとうございます。各国、各民族の個性を重視する、個性を表現する特定の色彩や文化的ボキャブラリーが必要であるというようなお話だと思います。


    続きまして、金沢美術工芸大学久世建二学長、お願いいたします。


    アジアにおけるCLAY WORKの独創的展開


    金沢美術工芸大学


    [image: 3_13kanazawa.tif]久世建二 今回のサミットの主催者の東京藝大の皆さんに感謝と敬意を申し上げて始めたいと思います。


    私のタイトルは、「アジアにおけるCLAY WORKの独創的展開」ということであります。今回のシンポジウムの第一のテーマである「アジアにおける芸術の独創的展開」に接しまして、アジアの呼称について戸惑いを感じました。一言でアジアと言っても、地域の呼び名としてはこれほど広い範囲を占めて、多様で個性的な文化を保持する地域を網羅して論じる自信はありません。私は陶芸の素材や技法を応用して造形活動をしている、セラミックアートやCLAY WORKの作家と呼ばれています。よって、ここでは東アジアに視点を向けて、地理的に最も近くて、歴史的に最も濃厚な関係にあった韓国と中国と日本の三国の焼き物について、その歴史をたどり、現代の状況に至った根拠を探り、「アジアにおけるCLAY WORKの独創的展開」の序論としたいと思います。


    世界で最も古い焼き物は、最近の発掘調査の報告によれば、1万数千年から2万年を超えるほどにさかのぼります。3国とも初期のときは非常に素朴で、よく似ています。ただし、紀元前4000年から紀元前2000年にかけての中国新石器時代、甘粛省仰韶文化の彩陶、別名アンダーソン土器は別格でありました。端正な形状で、丁寧に仕上げられた橙色の土器の表面に波状文、円文、曲線、直線の幾何学文が黒褐色・黒彩で明解に彩色された、他に類を見ない土器が登場します。


    
      [image: 01_10-1.tif]


      
        中国 仰韶文化 彩陶 BC4800〜

      

    


    ￼次に、日本列島では、紀元前2500年前後に登場した縄文中期の土器の場合、火炎土器の名のとおり、燃え盛る炎の形を模したような隆線による複雑な形状が、使うことを拒否するかのように大胆に表現されています。自然発生的に突然変異と思えるほどに、独創的な造形が生まれています。


    
      [image: 01_10-2.tif]


      
        日本 縄文土器 BC14500〜

      

    


    粘土をこねて形をつくり、約800度以上の高温で焼けば、焼き物ができます。水に浸けても、もとの土には戻りません。腐敗することなく、ほとんど永久に残ります。土器などの膨大な発掘資料や、伝世された焼き物が、歴史の編年の根拠にされたといっても過言ではありません。中国、韓国、日本の陶磁器の歴史年表を横に並べて眺めてみますと、いかに中国が圧倒的に優れて陶磁器の先進国であったかがよくわかります。紀元前1500年前後に1200℃以上の高温で還元焼成をした灰陶が出現するわけであります。それまでの土器と違い、硬質で吸水性が低く丈夫でありました。この技法が朝鮮半島に伝わるのは紀元3〜4世紀で陶質土器、もしくは硬質土器と呼ばれています。


    
      [image: 01_10-3.tif]


      
        韓国 三国時代 硬質土器 AC300〜500

      

    


    日本列島には5世紀前半に伝わりました。日本では須恵器と呼びます。半島のものとは区別ができないほど類似した形状が多く、これは明らかに朝鮮半島からの渡来工人が日本に直接渡り、技法や様式を伝えた結果であると思われます。


    
      [image: 01_10-4.tif]


      
        日本 古墳時代 須惠器 AC400〜

      

    


    灰陶の系譜が中国大陸から日本列島に到達するまでに、約1900年間の経過を要しています。「もの」が伝播するということは、交易による「もの」だけの移動や、作り手が移動して伝える場合があります。しかし、素材の調達が出来て、技術の裏づけがなければ、遠隔の地での再現は不可能であります。生活用具や呪術にかかわる象徴的な偶像などの様式が、制作技法や使用目的も含めて、遠隔の異国の地に正確に到達することの困難は想像を絶するものがあります。まして焼き物の場合、完成までのプロセスは大変複雑であります。資材に関わる地理的、地質的条件が重要であり、成形や焼成に関しては、気候風土の影響を受けやすくなります。


    中国で開花した豊かに表現された焼き物がその後日本に伝わり、見事に独自の表現に昇華したもう一例を挙げます。


    三彩陶器の始まりは中近東と中国にあり、共に1〜2世紀に開発されました。酸化鉛を媒溶剤に使った鮮やかな緑色と褐色と黄色の主に3色の低火度釉でつややかに彩色されています。特に中国では6世紀後半から8世紀にかけて、皇帝や貴族の墓葬を飾る明器、副葬品が大量に作られ、器、俑、これは人物像であります、ラクダや馬など、当時の国際的な東西の交流の影響関係が、完成度の高い技術と優れた造形よって濃厚に記録されています。中でも唐三彩は、晩期には庶民にも広がり、輸出されて世界に広がります。


    
      [image: 01_10-5.tif]


      
        中国 唐三彩 AC618〜

      

    


    日本には意外と早く、720年代には奈良三彩がつくり出されています。当時の国の中枢の一部であった正倉院には、57点の三彩・緑釉・白釉陶器と733年以前に記録された三彩製作の関係文書が収蔵されています。当時の日本の三彩は、最盛期の唐三彩の完成度にははるかに及ばないが、当時の流通交易の困難な状況にありながら、波濤を越えて短時間で日本列島にその情報が届いたことや、三彩の製作が国家事業であったことを想像させることも重要であります。


    
      [image: 01_10-6.tif]


      
        日本 奈良時代 正倉院三彩 AC710〜

      

    


    文化の正体は知の継承と言われます。手業によるものつくりの文化が、先進国の遠心力により周辺に広がり、長い年月をかけて異質の文化と混ざり合い、ハイブリッドな文化が生まれます。今、模倣の時代は終り、それぞれが独自に発信する時代が到来しているのです。お互いの歴史を知り、自己のアイデンティティを深く掘り下げてみることが最重要課題であると思います。以上です。ありがとうございました。


    北郷 久世先生、どうもありがとうございました。アジアにおけるCLAY WORKの独創的展開というお話と、互いの歴史を知り、自己のアイデンティティを深く掘り下げることが重要であるということ、また、手業を使ったことが非常に重要であるというようなお話でした。


    続きまして、シラパコーン大学のターウォン コーウドムウィット副学長、お願いいたします。


    西洋アート界におけるアジアのコンテキストとアイデンティティの強度


    シラパコーン大学


    [image: 3_14silpakorn.tif]ターウォン コーウドムウィット まず最初に、東京藝術大学の皆様に感謝を申し上げたいと思います。


    一般的に東洋文化の起源と伝統は、宗教や信仰、さらには我々の伝統的な文化に根差した生き方と地続きの文化と結びついていると理解されています。アジアの文化的コンテクストは、それゆえに多様で、そして東洋の魂および長所の多くが、常に私たちの創造的な考えおよび文化的表現を深めてくれています。解りやすい例として、タイにおける伝統的なアートはいつでも宗教的な目的や公衆から広く認められ、尊敬されている施設との関係において作品が作られてきました。この意味で美術は信仰や長い時間をかけて培われてきた人類学な態度に関する文化と関係しているのです。


    しかしながら、これまでアジアの芸術の文化的表現は、宗教と伝統のために存在してきました。多くの寺院、卒塔婆および宮殿の壁画において顕著ですが、この傾向は近代様式からの影響が強くなるまで趨勢でした。東洋の芸術家が自分たちの伝統的な芸術表現が、世界に対して引けを取らない現代性と普遍性をもつことを理解し、それに歩み寄ることができるようになると、アジアのアーティストたちによる芸術的創造性の傾向や方向性は、近代的な表現形態へと変わっていきました。ここで、私たちは、深く根付いた伝統から飛躍し、そこから確かな一歩を踏み出せる東洋のアーティストの強さや文化的状況を見ることができたのです。東洋思想と、より広範な交流の統合に根差したアジアの現代アートの表現形式は、文化や伝統の堅さや安定性を反映するものであると同時に、西洋地域よりも深いアジア地域の歴史に光を当ててきました。例えば、米国は200年の歴史を持ちますが、中国、日本あるいは韓国は千年にも及ぶ文化的コンテクストや歴史を持っています。これらの地域の美術品における精神性や特長は、後に各国家の文化遺産になり、それぞれ異なる特長を持っています。


    芸術的創造性および美術作品の進歩は、アジアのアイデンティティとして読み替えられますが、それはグローバルな美術業界で注目されています。この傾向は、斬新なコンセプトをもち、多くのアートコンペティションでめざましい活躍をしている数多くのタイ人アーティストの作品からも見て取れます。例えば、タイのアーティスト、リクリット ティラヴァニャは、東洋的な感覚と現代芸術の創作活動の新しいプロセスの概念の統合を通じて、自らの創作活動においてタイのヌードルをモチーフとして取り上げて、西洋社会に新たな視野を提示しました。彼の作品は、ヴェネチア・ビエンナーレのような世界的なアートの祭典においても展示されています。


    もう一人のタイのアーティスト、サカリン クエル＝オンは、グローバルな現代アート展ドクメンタに招待された際、稲作という何千年を超える東洋の文化をドイツ・カッセルにあるヴィルヘルムスヘーエ城に出現させたのです。アートにおける進歩的な概念に基づいた文化的ムーブメント、あるいは一つの文化から別の文化への変容の軌跡は、確かな成果としてすぐに結実しにくいものではありますが、いずれも人類学的かつ社会学的な観点から、二つの対比的な文化の融合に結実する紛れもない文化的ムーブメントなのです。ドイツ人が、GMOと呼ばれる遺伝子操作への恐怖心から、政府からの許可なしではじゃがいもの栽培ができなかったとき、真実または自然の法則を超えた思想的枠組みが彼らの人類に対する興味を掻き立て、強力な表現を伴う独自の創造性を持った芸術的エッセンスをそれぞれのアーティストの中に形成しました。これは、多くの東洋の芸術家が、映画制作、音楽、その他の芸術分野で広く受け入れられるようになったことに見られます。特に、東洋あるいはアジアの芸術家が、現代的で実験的な方法で創作活動を行なうために繰り返された表現形態の限界を超えた活動を展開しようとする場合において。従って、そのような芸術家の作品は、彼らの伝統的なコンテクストや、我々のアジア的アイデンティティだった際立った強さや強度を表現できたのです。


    最後に述べておきたいことは、アジア芸術の価値につながりそれを生み出している事がある限り、私たちの起源や恩人への感謝と意識を私たちが忘れるようなことはできないということです。それは、同じ地域にいる人々の間に親愛の情をもたらすのです。どのような方向であれ芸術を作り出すうえでは、これらのひとつになった概念や感情は私たちのアジアの精神性に深く根ざしており、私たちの芸術作品や芸術的な活動に影響を及ぼします。


    タイと日本ではいくつかの自然災害がありました。そして、慈善オークションや資金集めをしたり、被災者を精神的に癒すためのボランティアプロジェクトをたちあげたりすることで犠牲者を救おうと、さまざまなアーティストによる強いコラボレーションが行われています。これらの活動は、芸術の高い価値に寄与し、私たちを結びつけ、私たちの心を団結させ、とりわけ、アジアの精神をいつも強く結びつけるのです。


    ありがとうございました。


    北郷 ありがとうございます。アジアの文化的コンテクスト、そして、それらが真実、または自然の法則を超えた思想的な枠組みであり、人類に対する興味というものが出てくると。そして、それらはアーティストの中に形成され、そこから新しい芸術が生まれてくるというようなお話でした。


    続きまして、韓国映画アカデミーのチェ イグアン院長、お願いいたします。


    アジアのアーティストの遊び場を芸術という共通言語で作る


    韓国映画アカデミー


    [image: 3_15koreanFilm.tif]チェ イグアン ここに参加されている学校の方は純粋芸術に関わっている方が多いようです。しかし私たちの学校では映画を扱っていますので、純粋芸術とは若干違う、大衆芸術をどう扱うのかということと、そして一つめのトピックについては、純粋芸術の分野とは違う視点からお話しできるかと思います。


    韓国の場合、映画に携わる人々にとって最初に浮かぶ重要なテーマの一つは、「映画は人が作るのだ」ということです。これは、結局映画がテーマにしているのは人であり、その人が暮らす環境を扱っているのであり、そしてすべての人に対して他人への関心をどのようにして抱かせるのか、真実性をどのようにこめるのかということなのです。それは、芸術的な、そして人文学に関する研究、人間に対する真実性が非常に重要だということを指しています。


    しかし同時に映画というのは大衆芸術ですので、産業性を考えないわけにはいきません。さまざまな映画祭がありますのでそこに参加することもありますが、KAFA（韓国映画アカデミー）は、韓国の映画界にもっとも密接な関係を持つ教育機関だと信じています。ですから、映画の学生、製作者は、今現在見ることのできる社会的な現象やトレンドに最も敏感にならざるをえないのです。そしてどのような形式で時代の文化を受け入れて、フィルムの上に表現していくのかということに私たちは多くの関心をもっています。


    私がこのシンポジウムのレジュメの文章で提示した「インヨ（잉여、剰余）」という言葉について言及したいと思います。この「インヨ」というのは元々経済用語で、使えるもの、必要なものを除いた残りを指します。surplus（余剰）という概念です。インターネット上でとても多く使われており、就職できない若者たちが自分たちを「インヨ」と称しています。つまり、社会で必要とされない存在という意味です。そしてこの言葉が初めて使われたのが、韓国のdcinside.comというサイトです。ここにアクセスするとさまざまなインターネット上の隠語があふれています。ここでは非常に多くの新造語が作られていて、この先どんなスターが売れるかなどといったことの論争が行われたり、スター誕生などの番組をテレビ局で放送する際に、ユーザーが仮想キャスティングについて放送前に議論をしたりといった、人々の関心や多様性をあらかじめ見ることのできるサイトです。このようなサブカルチャーといわれるような文化が以前のようなファンだけのコミュニティに収まったものではなく、最近は産業のなかにどんどん深く入り込んでいます。私がこの「インヨ」という言葉をここでとりあげたのは、私たちの学校で作っている長編映画で、友だちをテーマにした学生作品の一つに、「インヨ」をモチーフにしたものがあったからです。


    以前読んだ文章で、この「インヨ」の作曲家について言及しているものがありました。その作曲家はポップスの作曲家だったんですけれども、この人たちがいつ作曲するのかについてdcinside.comの中で話題になっていました。一つ目は〆切がせまったとき、二つ目は通帳にお金がなくなったとき、この二つの場合にのみ作曲をするというのです。しかしこうしたことは非常に低い次元の文化、サブカルチャーと考えられるかもしれませんが、映画をつくる立場である私たちはこの「インヨ」文化に深く入りこんでいくほかありません。


    そして別の立場から言うと、韓国映画は今、ハリウッド映画があるにもかかわらず、韓国における映画鑑賞の国内シェアが50%を超えています。これは少なくとも韓国国内ではとても多くの人が韓国映画を見たがっているということですね。韓国人が韓国映画を好きになる最たる理由は、韓国映画が韓国の文化を一番早く反映させる、自分自身の話を映画化するというところにあるのではないでしょうか。


    そうした次元から、私たちの学校では1年に24人しか学生を入れません。そのぐらい規模の小さい学校ですが、それにもかかわらず韓国映画界に貢献している部分はとても大きいと思います。その理由の一つは、私たちの学校はアカデミックな部分よりも実践的な部分を素早く取り入れる教育機関の一つだからです。私たちのモットーの一つは「実現を与える学校」であるということです。人に対し誠実で、嘘を言わない、人にきちんと語る。そうした姿勢を教えるばかりではなく、産業界の人が学校にきて産業について話をしてくれる学校なのです。


    最も重要なのはこういうことではないでしょうか。私たちも東京藝術大学と交流を持っていますが、アジア地域にある映画分野の人々には東洋に共通の言語、意味、そして映画という共通の別の言語があると思うのです。ですから彼らが集まった時、「映画を通じて遊ぶ」ということがいえるほど、本当に仲良く付き合っている様子が見られます。日本でも中国でも、私たちが今まで話をすることのできなかった他の国ともこういった「遊べる場」を作ること。そして彼らとお互いについて話し、そして見ようによってはハリウッドに対抗する、自国の映画を発展させる未来を準備する教育をしていくことが私たちには重要ではないかと思います。


    北郷 ありがとうございました。日本のネチズン文化では2ちゃんねるというサイトがあります。そのなかでの若い人たちの発言にリアリティがあります。そういったものを非常に文化というものの一つとして捉えられているというようなお話だったかと思います。


    それでは、最後になりますけれども、東京藝術大学の池田政治先生、お願いいたします。


    グローバル・ローカルを超えた価値観の創造


    東京藝術大学


    [image: 3_16geidai.tif]池田政治 池田でございます。発表が最後になり、先生方のお話をきいて、とても勉強になりました。最初に話すと違うことを話したかもしれませんが。


    愛知芸術大学の磯見学長が、アジアとして区別することをしないとおっしゃいましたけれども、私もお話を聞いてそのとおりだと思います。


    今日お集まりいただいた先生方は、芸術に関する専門家ですので、個人の表現が一番大事で、そこからどういうふうに展開するかという課題が根本にあります。その延長線上において、アジアをどうとらえるかということは必然的に出てくることだと思います。東京藝術大学としましては、レジュメには、グローバル、ローカルを超えた価値観の創造という見出しで書かせていただきましたけれども、国際性というのは、きょうも8カ国1地域の方々が、数時間で飛行機で行けるような範囲にいながらも、全く別な言葉を話しているという、それをまた大切にしています。


    一方で、今、英語が非常に共通項になってきています。そういう点で、国際性というのは、英語という一言語に象徴されるように、規格化とか、標準化という要素に基づいていると思います。それは地域性というものとはなかなか相入れないで、国際性を増すに従って、逆に地域性が薄まっていくという宿命を持っています。


    この東京藝術大学の提案では、その地域性にとどまった枠を超え、国際性をベースにしながら、新たな地域性を目指そうというのがこの独創的な展開の提案の趣旨であります。そんなようなことに、きょうの皆様のお話を聞きながら、私の考えを少しつけ加えさせていただきます。


    先ほど最初に青木文化庁長官が、政治、経済という枠に縛られないのが芸術であるという、それはむしろそういう枠を超えて、そういう概念を壊す、また新しい価値を示すのが唯一と言っていい大切な存在の芸術というものを語っていただきました。


    そういう中で、これもどういうふうに時間がたとうとも、芸術家の価値というものをどう高めるかが我々が教育者であり、また作家であるための宿命だと思います。


    それには、どうしたらよりよい作品を提供できるかという問題があります。よりよいというのは、簡単にはいきませんけれども、どうしたら大学教育の中で、また我々が作家としてよりよい作品を提供できるかということ。また、さらには新しい価値をどうしたら暗示できるか。または暗示するだけではなくて、それを作品化できるかということですね。あと、もう一つ、現在、世代によって感動の価値の基準が違ってきていますけれども、いかに世代を超えて、国も超えて、感動する作品を提供できるかと、この三点のために我々がいるようなものだと思います。


    そのために、きょうのシンポジウムの「アジアの芸術の独創性と展開」というテーマですけれども、そんなに奇異な、新しいことをここで提案していらっしゃる先生方はいらっしゃりませんよね。当たり前にやっていることを我々が確認しながら、どうしたら偏りを持たないで、バランスよく教育の共通基盤として確認できるかということが、私にとっては非常に大切なように思えます。それを確認するのは時間がかかりますけれども、そのためにこういう機会があったりするわけですが、それを確認した上で、それぞれ実践していくということに尽きると思います。


    それで、私からは三つの要素として提案させていただきたいです。一つは、個人の一人一人の人間の能力をどう高めるか。台南芸術大学の学長から、バーチャルではなく、肉体的な労働の中から人間的な能力を発見していくということや、今まである素材の中から尊敬の念を持って新しいものを発見していく、という発言がありましたけれども、それも個人の作品をつくるためのものだと思いますね。ここで芸術大学というのは、あくまでも個人のイマジネーションをどう高めるかということが最大のテーマです。それは、ひとえに、学生一人一人のエゴイズムというものにつながってくるわけですけれども、それが現代では、エゴにつながるものが個人の限界を示しますので、それをどう広げていくかというのが現在のテーマです。


    それと全くペアになるんですけれども、個人の存在を高めながらも、もう一方で共同作業というのをもう一度見直してみる必要があると思います。共同作業というのは、よくチームという言葉を使いますけれども、それぞれがお互いをあまり主張しない、結果的に自分の名前とかそういうものを求めない、いわゆる無名性ですよね。そういう中で、新たな自分を確認しながら、またその可能性を発見していくということで、芸術の中で個人の能力と同時に共同作業をあわせてやっていくことがいかに大事かということを感じざるを得ません。


    二番目としては、個人の能力というのは、これまではアーティストとしての専門性で、個人の作家性でよかったんですけれども、大学の教育の中では、それを違った専門分野のものを複合しながらいくということを意識的にやる必要があると思います。また、それが結果的には、個人の専門性を高めていくことになります。芸術家と他分野、例えば工学者や医学者など、明らかに違う分野との恊働ということよりも、まず、芸術分野の中での専門領域における恊働、例えば絵画と彫刻、工芸とメディア系など、それに芸術学科系を加えるなど、現在の芸術教育の中で急速に分化してしまっているもの同どうしの共通テーマによる複合教育が必要なのです。そのことにより、教員も学生も個人を超えた思考や新しい時代に合った表現方法の経験をすることが可能になります。


    三つ目は、今回取り上げた国際性と地域性を自覚させると。国際性については、改めて自覚する必要もないと思います。ですけれども、地域性というのは、各地域を多角的に知る必要がありますので、できればいろんなところに行ったほうがいいんですけど、人間が動くのは限界がありますから、必ずしもその場所に行ったことが多角的に知ることにならない。むしろ偏見になるかもしれない。そういう点では、メディアを活用しながら、各地域の文化の型を知るということが重要ですね。型のないところには創造がありませんので。創造というのは、型を壊すところからありますけれども、まず伝統の型を守ると。そのために、それぞれの地域の型を守る。我々は、その型があることによって、その地域の大切な価値を知るわけですよね。そういうことをそれぞれの国とか地域でしっかりやってもらうということが大事だと思います。我々はその型を広くメディアを使って、場合によっては、直接行ってみて、その空気や匂いを知ったり、そういったことで深く知るということになります。


    いま三つ挙げたことは、すべて当たり前のことです。一つは、個人と共同の問題。二つ目は複合化の問題ですね。あとは、国際性と地域性の問題。この当たり前のことをバランスよく教育の中に位置づけるということが非常に大切だと思います。


    よく新しいメディアのことが話題になりますけれども、それは現象ですよね。常にそれは新しいものは出てきますので。それに惑わされないように。そういう現象の中で、しっかりした型を見きわめながらいくということです。


    私の学校のことになりますけれども、3年間のプロジェクトで、GTSというプロジェクトを立ち上げています。これは地域と藝大との連携したプロジェクトで、3年間やっています。ぜひカタログを持ち帰って、貴重なご意見をお聞かせいただければと思います。以上でございます。


    北郷 ありがとうございます。池田先生のほうから、個人の表現が重要で、それは地域を超えて価値観の創造する必要があること。さらに、三つの提案がありました。個人の能力をどう高めるか。また、広げるか。そして、共同作業を見直していこうと。そこでは無名性が重要なのではないか。また、分野を超えた専門的な複合化が必要なのだということです。3番目に、国際性をもつと同時に地域性を知るということで、型を守ることが重要であること。また、メディアを使って共通のネットワークの場の形成が必要だろうというようなお話でした。


    以上で13名の先生方にお話をいただきました。既に予定時間を過ぎておりますけれども、ここで登壇している先生方に何か他のプレゼンターに対してご質問がありましたらばお聞きしたいと思いますが、何かございますか？ 特にないようですね。先生方の発言がかなり長時間に及びましたし、内容も非常に意味のある内容として記憶の中にしっかりと刻まれたことだと思います。先生方、ありがとうございました。
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    [image: 4_14zentai.tif]司会 では、午後のプログラムを始めさせていただきます。午前に行いましたテーマ1「アジアにおける芸術の独創的展開」に続いて、テーマ2「アジアの芸術 今後の連携の在り方」を始めます。


    それでは、このテーマにご参加いただく方々をご紹介いたします。


    前列左手より、ソウル大学校美術大学教授ソ ドシク様、ソウル大学校音楽学校副学長ション サンジク様、台北芸術大学副校長ジャン ジュンヌァン様、沖縄県立芸術大学音楽学部長金城厚様、インドネシア芸術大学ジョグジャカルタ校学長ヘルミエン クスマヤティ様、ベトナム国家音楽学院学長レ ヴァン トアン様、韓国芸術綜合学校映画・TV・マスメディア学部長ザン ユンヒ様、国立芸術文化遺産大学学長モハマド アザ カン様、大邱大学校産業デザイン学科長イ ギルスン様、韓國傳統文化大學校教授キム ジュン様、東京藝術大学音楽楽部長植田克己、および、大学院映像研究科長堀越謙三です。どうぞよろしくお願いいたします。


    テーマ2のモデレーターを務めるのは、本学副学長の渡辺建二です。


    では、渡辺先生、どうぞよろしくお願いいたします。


    渡辺 それでは、テーマ2に移らせていただきます。まず、先生方には、お忙しい中、これだけの方に集まっていただきまして、本当にありがとうございました。御礼を申し上げます。


    テーマ2には、二つのキーセンテンスを設けさせていただきました。まず、長い歴史と文化的、人的資源を持つアジアにおいて、豊かで新たな文化を生み出す国々の連携や文化を超えての共振を起こすことは可能なのだろうか。そして、二つ目として、この共生の場、ネットワークとは具体的にどのようなものであろうかということです。


    それでは、この席順に従いまして、最初はソウル大学校美術大学のソ ドシク先生、よろしくお願いいたします。


    アジアン・アートのユニークな表象としてのコリアン・モダンアート


    ソウル大学校美術大学


    [image: 4_03seoulArts.tif]ソ ドシク 皆さんこんにちは。ソ ドシクでございます。


    私は本日の2番目のテーマについて、現在実施しているプログラムを紹介することでお話しさせていただきたいと思っております。


    ご覧頂いているのは、今年の4月から12月にかけて行われた韓日e-craft教育交流プログラムというものです。e-craftというのはすなわちe-educationのことです。


    
      [image: 02_01-1.tif]


      
        e-craft

      

    


    皆さんもご存知のように、e-educationというのはずいぶん前からさまざまな学術の分野で実施されてきています。実際にインターネットを使って教育を行っている大学もあります。このようなe-educationの効果を国際交流に適用すれば、国際的な教育も可能ではないかと、私たちがモデルケースとして実験的に選択し、このプログラムを実施しております。


    最初はソウル大学校が中心となって日本の東京藝術大学や中国の大学にアプローチをしましたが、中国はまだ準備ができていなかった関係で、東京藝術大学と私たちで行っています。e-craft教育は、この二つの大学でオンラインとオフラインの両方で行っています。オンラインはその言葉のとおりインターネットを使い、オフラインは実際に現場を訪問するやり方です。韓日両国の学生と教師らが交換訪問して、教育を行っています。私たちは金属工芸専攻で、実際に作業を体験することが非常に大切なので、オンラインと同様、オフライン教育交流にも、かなりの比重を置くことになりました。


    その教育内容は、韓国と日本の金属工芸文化を紹介し合い、多様な伝統文化、そして技法を体験できるものになっています。


    まず、現段階ではオフライン教育を実施し、オンライン教育の方は準備が整う10月末ごろに実施する予定です。では、オフライン教育に学生たちがどのように参加しているか、手短かに写真でお見せしたいと思います。


    これはソウル大学校で実施している実技教育です。


    
      [image: 02_01-2.tif]


      
        ソウル大学校美術大学で、

        東京藝術大学教員が参加している授業風景

      

    


    これは東京藝術大学の彫金科、鍛金科の学生や先生方が参加し、熱心に授業をしているところです。


    
      [image: 02_01-3.tif]


      
        ソウル大学校美術大学での彫金のワークショップ

      

    


    これは韓国の地方にある伝統金属工芸工房を訪問して、直接作業に参加しているところです。この作業を通じて、東京藝術大学の学生らが韓国の伝統工芸文化に対する理解を大変深めることができると考えています。表面的にしか知らなかった、これまで経験できなかったものに直接触れるよい機会となりました。
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        ソウル大学校美術大学での伝統金属工芸のワークショップ

      

    


    ほかに、自分の作品を持っていって、短期間ではありますが展示をし、お互いの作品を紹介、批評する時間も持つことができました。


    
      [image: 02_01-5.tif]


      
        ソウル大学校美術大学での韓日交流展示

      

    


    「Online画像教室」というのは、ソウル大学校のメディア講義室のことで、ネットを介して講義を受けることができます。ここでは実際に画像や映像などを交換することができます。それが結果的に、授業として効果があるかどうかを実験するというのがねらいです。


    
      [image: 02_01-6.tif]


      
        ソウル大学校美術大学のOnline画像教室見学

      

    


    こちらはソウル大学校の学生が東京藝術大学に訪問し、2泊3日の間、授業に参加したときの写真です。


    
      [image: 02_01-7.tif]


      
        東京藝術大学でのワークショップ

      

    


    最終日、集合写真を撮りました。もちろん東京藝術大学でも同様に展示を行いました。


    
      [image: 02_01-8.tif]


      
        東京藝術大学での日韓交流展示

      

    


    e-craftの教育プログラムはただいま進行中です。これからインターネットを使って実際に講義を交換し合うという重要なプログラムが残されています。その実現のため、現在東京藝術大学と私たちソウル大学校が準備をしていますが、これは美術教育でのオンライン教育が果たして可能かどうかという重要な実験の場になると思います。これが成功すれば、今後、他の多くの国の多くの大学が同時に参加できるマルチ講義をすることが可能になると思います。今後の展開をさらに具体的にご紹介できる機会があればと思っております。


    以上で、私からのテーマ2の発表とさせていただきます。ありがとうございました。


    渡辺 ソ先生、大変ありがとうございました。続きまして、ソウル大学校音楽大学のション サンジク先生、お願いいたします。


    アジアの芸術市場の拡大


    ソウル大学校音楽大学


    [image: 4_04seoulMusic.tif]ション サンジク 本日、当校のキム ヨンウク学長に代わりまして、私が副学長として参りました。まずは東京藝術大学創立125周年を心からお祝い申し上げます。韓国では「すべてのスピーチは短いほどよい」という言葉がありますが、出来る限り短くお話ししたいと思います。


    この「藝大アーツ・サミット2012」のテーマにこめられたものは、三つの立場に分けて論じることができると思います。まず一つ目は、ここに集まった方々が所属する芸術教育機関という立場です。二つ目は地方自治体もしくは中央政府といった政治的な立場。やはり今日この場に中国からの方が参加できなかったように、実質的な、政治的な部分に左右されてしまうということがあります。この部分は私たちにはどうにかできるものではないので、言及は避けておきます。三つ目の立場は、芸術の現場という立場です。


    芸術教育機関ができることについては、先ほどソウル大学校美術学校が発表されたように、他の方々から発表があると思います。私は芸術の現場で何ができるか／できないかという、原論的なことについてお話ししたいと思います。


    芸術の現場というのは大きく分けて、供給者つまり芸術家の立場と、需要者つまり大衆の立場があります。もちろん、芸術家と大衆をつなぐマネジメントという機能も必要です。需要と供給があるという厳しい現実、芸術市場が存在するという現実は、まったく相関関係がなさそうに見えて、実は芸術と経済の間に大きな共通点があるということを示しています。


    需要と供給という市場経済の論理が、芸術分野においてもやはり適用されるということを私は本日申し上げたいと思います。もちろんこうした大衆との関係や経済的論理とは無関係で活躍する立派な芸術家の方もたくさんいらっしゃいます。しかしそういった方々の芸術作品もやはり、需要と供給というシステムから自由ではありえないという点が重要なのです。つまり、芸術市場が芸術振興にとってどれだけ重要であるかという点を私はお話したいのです。


    市場の規模が経済発展の土台になるということは皆さんもご存知だと思います。しかしながら現在アジア各国の純粋芸術市場はとても縮小しています。代表的な例が、アジア出身の立派な芸術家たちが、作曲家ユン イサン、ジン ウンスク、そして有名なチェリスト、声楽家といった多くの立派なアジア出身の芸術家がアメリカやヨーロッパを舞台として活躍しています。彼らがそうするしかない理由というのは、彼らが思いきり活動できる市場がアジアにはまだ形成されていないから、と私は個人的に思っております。


    また別の例をあげますと、アメリカが今日のように芸術文化における大国となれた理由の一つとして、第二次世界大戦中、またその前後において、ヨーロッパの優れた芸術家たちが安全に暮らせる、あるいは芸術的自由が保障されるアメリカに移住したことが大きく作用したと考えています。そうした面から、アジアの芸術振興のために私たちが最も解決すべき点というのは、アジアの芸術市場をもっと大きくすべきだということです。それは、各国の小さな市場をネットワークでつなぎ、より大規模の市場に作り上げようということです。そしてある芸術家を、自国のみならずさまざまな国々が支援し、演奏家が演奏する機会を得たとしたら、それは一度の舞台で終わるのではなく、他の国の舞台においても演奏できるようにするのです。そのようにして、アジアの芸術市場は世界において最も大きな規模の市場にならねばならないのです。このことは究極的、本質的には、アジアの芸術の質、量、交流など、すべての面を成長させうる最も重要な出発点になるのではと思い、このようなお話をさせていただきました。私からは以上です。


    渡辺 ありがとうございました。続きまして、台北芸術大学のジャン ジュンヌァン先生にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。


    国際的な教育プロジェクトでの連携


    台北芸術大学


    [image: 4_05taipei.tif]ジャン ジュンヌァン 皆様、こんにちは。私は張中煖と申します。このたびは台北芸術大学の代表としてお招きにあずかり、東京藝術大学に感謝し、非常に光栄に存知ます。貴校のお誕生日をお祝いしたいと思います。Happy Birthday.


    それでは、発表を始めさせていただきます。本日は台北芸術大学における、最近数年のいくつかの経験、数例を分かちたいと思います。


    まず、本校は学生と教員の交換プログラムを行っており、現在、連携している姉妹校は40校を越えました。アメリカやアジアでもいくつか連携していますが、もし、貴校のお名前が載っていない場合、終了後、ご相談させてください。更なる連携ができるよう努力したいと思います。


    ヨーロッパ、オーストラリアについては、今後ひろげていくチャンスだと思っています。


    今回は、東京藝大への留学生、ユサンと会うことができました。このサミットでも、彼はお手伝いをしてくれています。


    他に、学制が違うかもしれませんが、夏休みを利用して国際的なイベントを開催しています。例えば、サマーキャンプ、ダンス大会などです。


    
      [image: 02_03-1.tif]


      
        国際サマーキャンプ

      

    


    これは当校が行ったダンススクールです。夏休みを利用して世界各国の芸術家や教員を招聘して当校でダンスの授業を担当していただいています。また、当校は奨学金も提供しています。特にアジアの学生にご参加いただきたいと思っています。ご覧の通り、蛇のダンスなどさまざまなダンスのスタイルがあります。私の専門はダンスですので、これらの実例を紹介させていただきました。他のジャンルでもさまざまなことを行っております。


    続きまして、各大学が参加した「サミット・フォーラム」についてご説明いたします。「サミット・フォーラム」は5年前、開学25周年の時に開催した大会で、来週は30周年に当たり、再度開催することになっています。ここに出席されている方の中にも来校してくださる方もいらっしゃると思います。5年後に、皆様全員を台北芸大へ招待させていただければ幸いです。


    他に、共同で事業を開催することもあります。一つ良い例を挙げます。以前、東京藝術大学との協力でコンサートを開催したことがあります。これは、当校の学生にとっても、東京藝大にとっても、お互いにより深く理解し合うことができ、よい勉強になりました。東京藝大と比べると、当校はまだまだ若いです。こういう交流を通じて、国際的な連携をより遠くへと広げていけると思います。


    また、台北芸大では音楽、美術、演劇、舞踊、メディアアート、文化資源の6つの学部があります。この6つの学部は、毎年、国際的な討論会、フォーラム、ワークショップを開催しています。今年7月、開催した国際ダンスフォーラムでは、およそ30ヶ国から1000人に近くの参加がありました。場所は大学のキャンパス内です。


    また、関渡芸術祭は1993年から本学が始めました。皆さんが一番忙しい時でしょうが、毎年10月の3週間から1ヶ月かけて行います。毎年異なるテーマが設定されて、国内外の方々にもご参加いただき、学生にも教員にも参加が推奨されています。伝統芸術の公演、学生の作品、グループによるパフォーマンス、そして台湾原住民による舞踊がオープニングとクロージングの際に行われています。2011年の関渡芸術祭のメインテーマは「空」です。無限の空間、境界を打破するという意味をこめていました。この年はたくさんの団体が招聘されました。


    期間中には、1週間の間、全学部生は自分の専攻以外の講座を受講できるという超領域的な学習週間があります。


    
      [image: 02_03-2.tif]


      
        関渡芸術祭

      

    


    ほかに、「オープンデイ」という一日だけのイベントがあり、高校生向けに、キャンパス内の見学や講座に参加するなどして、当大学への理解を深めてもらっています。


    また、関渡芸術祭と同時期に開催される関渡映画祭、関渡国際アニメーション・フェスティバル、関渡美術展についてもぜひご紹介したいです。


    映画祭は毎年一つの国を選んでテーマとするのですが、去年はタイ、今年はインドになっています。夢工房などの芸術チームも招かれ、フォーラムもあります。美術展では、台湾、日本、中国、香港、マカオの120人以上の版画家の作品が展示されました。このとき展示の全作品が展覧会の閉会後、当大学に寄贈され、貴重な文化資産となりました。また、楊英風という非常に有名な彫刻家の展覧会もありました。


    関渡芸術祭をはじめ、これらのイベントは教育的な意味でも、海外との非常に良い交流の回路になると思います。台北芸大はずっと国際的な繋がり、国際的な対話ができる場を作りたいと試みています。もちろん、皆様の台北芸術大学への訪問をいつでも歓迎しております。皆様のなかには、すでに当校の綺麗なキャンパスへいらっしゃったことがある方もいると思いますが、機会がありましたら、ぜひ再訪してください。今年の開学30周年に際して、本校は「芸術は力なり」というキャッチフレーズを出しています。


    では、本日のこの機会を利用して残った少しの時間で、皆様、隣の方の手を繋いでいただいてよろしいでしょうか？（立ちあがって、隣同士の出席者で手をつなぐ）芸術の力を通じて素晴らしい未来をつくっていきたく、皆様との更なる連携を願っております。ご清聴どうもありがとうございました。


    渡辺 ありがとうございました。最後は皆さんが手をつなぐというすばらしい体験でございました。


    では、続きまして、沖縄県立芸術大学の金城厚先生、お願いいたします。


    西洋芸術とアジア人の優位性


    沖縄県立芸術大学


    [image: 4_06okinawa.tif]金城厚 当校は学長が出席できませんでしたので、代理として私からご報告したいと思います。


    アジアの諸芸術には、過去にさまざまな影響関係が数多くありました。例えば中国の文化は、韓国や日本、それから東南アジアの音楽にさまざまな影響を与えましたが、同時に周りの文化からも多くの影響を受けてまいりました。中国の音階の理論は、日本の雅楽や声明に大きな影響を与えました。また、中国のリズム理論は、東南アジアのリズム理論と共通しています。また、中国の楽器には西アジアや中央アジアから伝播してきたものが少なくありませんし、蛇皮などのように、東南アジアから取り入れられた要素もあります。


    その結果、アジアの国々は、独自の歴史と独自の美的規範を形成しております。けれども、その一方で、共通する美意識や共通する理論概念によって結ばれていると私は考えます。


    同時に、19世紀から20世紀まで、アジアは西洋諸国が持ち込んだ近代化の波に洗われましたが、アジアの私たちにとっても、社会の近代化というものは、西洋の価値観を多かれ少なかれ受け入れることでもありました。そもそも芸術という概念自体が西洋文化の歴史に由来するものであります。そのために、アジアにおける芸術は、西洋芸術の諸概念や技術をどのように受け入れるかという深刻な問題を100年余りにわたって私たちに突きつけてきたと思います。


    それにもかかわらず、今や、西洋音楽、西洋美術におけるアジア出身の芸術家が世界的に数多く活躍しております。これは名前を挙げれば切りがないほど、皆さんもご承知のとおりです。このように、西洋系芸術文化、これには大衆芸術、ポップカルチャーも含めてですが、西洋系芸術文化は、アジアの共通言語となっていることも確かです。


    その一方で、私たちはこの100年前後の間に身につけた西洋系芸術文化と、それよりはるかに長い数百年、数千年の歴史を持つ自国の伝統文化との葛藤の中に生きております。


    そこで思いますのは、普遍的な共通言語としての西洋系芸術において、世界的に活躍し得る才能ある若者を育てていくことと、自分たちの文化の伝統的芸術をさらに究めて、高めて、世界に発信し得る才能ある若者を育てていくことの、この二つをいかに両立させていくか。これはアジアの私たちにとって共通の問題意識ではないでしょうか。そして、この共通の問題意識こそ、私たちの共生の基盤となるのではないでしょうか。


    私たちは、アジアにおいて芸術することの意味を語り合う中で、創造的な場をつくり出すことができると考えます。


    私たちは、西洋芸術の伝統に敬意を持ち続けて歩んでおりますが、同時に、その伝統に縛られない自由も持ち合わせていると思います。アジア独自の芸術的伝統を保持しつつ、自由なスタンスで西洋系の芸術を駆使することができるのは、アジア人の優位性そのものであります。その意味で、私たちは、世界的により優位な位置に立っていると言えるのではないでしょうか。


    さて、私たちはこうしたアジアの優位性を生かし、さらには、アジアの芸術を語り合うネットワークを強めて連携していくために、どのような具体的手段が有効でしょうか。もちろん、私ども大学同士で留学生と研究者の相互交流をより促進すべきことは言うまでもありません。が、それに加えて、留学経験者と指導した教員とが継続的に往来していくこと、これを可能にするシステムが有効な具体的試みの一つであろうと思います。私どもの大学の間では多くの留学生が交換されておりますが、何年かたった後には、彼ら留学経験者はおそらくその後演奏家として、作家として、研究者として、あるいは教員として活躍の一歩を踏み出しているでありましょう。その一定期間を経た彼らを再度研修させ、芸術活動や研究活動をさせる試みは、アジアの芸術大学の連携を深める上できわめて有効だと思います。近年、日本学生支援機構も、類似した制度を始めたようですが、いろいろな制約の多い制度だと思います。ですが、こういったものを活用し、さらにその手の届かぬ部分で、私たちの大学の間でこれを補完、発展させる取り組みも必要ではないでしょうか。


    ささやかではございますが、一つの提案とさせていただきます。


    渡辺 金城先生、ありがとうございました。


    続きまして、インドネシア芸術大学ジョグジャカルタ校のヘルミエン クスマヤティ先生、よろしくお願いいたします。


    ダンス・コラボレーションによる国際コミュニケーションの保存と発展


    インドネシア芸術大学ジョグジャカルタ校


    [image: 4_07yogyakarta.tif]ヘルミエン クスマヤティ まず最初に、東京藝術大学学長と、「藝大アーツ・サミット2012」運営委員会のみなさんに対して、この重要なイベントに、インドネシア芸術大学（ISI）ジョグジャカルタ校を参加校として招いてくださったことを感謝します。ISIジョグジャカルタ校を代表して、東京藝術大学創立125周年へのお祝いの気持ちを申し上げます。では報告を始めさせていただきます。


    私のプレゼンテーションのタイトルは「ダンス・コラボレーションによる国際コミュニケーションの保存と発展」というものです。芸術は何千年も前から、個人的にも集団的にも生活の一部と見なされてきました。そのうえダンスは、世界中のどのコミュニティでも、必要なもののひとつとして豊富に見られるものです。とりわけアジアではそうです。ダンスの種類において、アジアの各民族集団は、差異だけでなく類似点もいくつか有しています。基本的にダンスは、儀式目的で、あるいは友情のシンボルとして、あるいは美的表現として行なわれてきました。以下の議論は、研究においては周縁的な分野であるダンス芸術に、美的表現としての側面からとりわけ注目するものです。アジア諸国の歴史と文化に類似性があることにならい、ダンスにおいても、いくつかの地域のあいだで類似性が見られます。ダンス・パフォーマンスの際に仮面を使用する部族もあれば、カップルで踊ることで同性同士の友情、少女と少年の間の友情や男女の関係性を象徴する民族舞踊もあります。多くの民族集団では、ダンスのなかで勇敢さを示すことを、男性のイニシエーションとする伝統がいまなお続いています。男性ダンサーは通常、槍や剣、盾などの道具を用います。主題について言えば、東南アジアのダンス・パフォーマンスは同一の物語背景を匂わせており、「幸福をもって終わる不幸」を表わしています。


    他の主題、たとえばさまざまな神話やタブーなども、さまざまな地域においてダンスの形式をとって提示され、上演されています。以上に述べた解釈からすれば、国際的ダンス・コラボレーションを行なうと同時に、国際コミュニケーションを進めることは可能だと考えられるでしょう。ある国の振付家たちとさまざまな国のダンサーたちが協力し、政府や民間企業、団体、個人の支援を得て、このアイディアを実行することもできるでしょう。その活動にはダンスだけでなく、それを支える音楽やメーキャップ、衣裳デザイン、照明設計、舞台美術などの要素も含まれます。こうしたプロジェクトからまた新たなアイディアも生まれるでしょう。


    国家横断コラボレーションの一例に、2010年、日本とインドネシアのアーティストによって行なわれたものがあります。このプロジェクトに参加したのは、日本の大阪市立大学を代表してダンサーとミュージシャンたち、および、ISIジョグジャカルタ校を代表して、インドネシアの「マルガサリ」ダンススタジオです。日本とインドネシアの民話に見られる主題の類似性から、ユニークなコラボレーション・パフォーマンスが生み出されました。プランの議論と実行に、両国のダンサーとミュージシャン全員が積極的に関わりました。まず最初に、ジョグジャカルタのアーティストたちが、パフォーマンスの土台を作るべくリハーサルを行ない、それを録画します。次に大阪へ送られたその録画を、日本のアーティストたちが検討します。その後両者が大阪に集まり、作品の完成へと向かいます。最終リハーサルを4回行ったのち、2010年9月18日に、大阪で開かれた世界民族音楽祭のプレオープニングとして、これは公式上演されました。両国それぞれの民族的アイデンティティは、消滅してはいないようでした。それどころか、互いにインタラクトし合ったおかげで、パフォーマンスは多様なスタイルの披露の場となっていたのです。このプロジェクトの成果は、新形態の独創的なダンス・パフォーマンスとも見なされうるものでした。また別の方法を用いた国家横断コラボレーションの例として、インドネシアのミュージシャンとタイのダンサーによるものがあります。このプロジェクトにおいては、タイのマハサラカムのダンサーたちが、ISIジョグジャカルタ校の講師や学生が演奏する伝統的ジャワ音楽に合わせ、オリジナルのダンス・パフォーマンスを演じました。


    ダンス・コラボレーションの事例から結論として言えるのは、ここで起こっていることは、ダンサーたちが出会い、異なる場所にある二つ以上の芸術を組み合わせたというだけにはとどまらないということです。このような機会においては、個人間、民族間、さらには国家間の、コミュニケーションおよび関係性が生じうるのです。関係性とコミュニケーションはつねに進化しており、これらはアート・コラボレーションを通じて調和的に保存されることでしょう。交換し、学び合うことでそれぞれの知はより豊かになるのであり、ダンス・コラボレーションによって達成できる事柄は非常に多いのです。ご清聴ありがとうございました。


    渡辺 クスマヤティ先生、ありがとうございました。続きまして、ベトナム国家音楽学院のサ ヴァン トアン先生、お願いいたします。


    ベトナムの未来に向けた協力、文化交流


    ベトナム国家音楽学院


    [image: 4_08vietnamMusic.tif]サ ヴァン トアン 国家的文化アイデンティティは、どの国にとってもルーツであり、存続のファクターとなるものです。グローバル化の文脈において、文化は敏感で壊れやすいものになっています。グローバル化が国に発展を要求するなかで、国の文化的アイデンティティを維持すると同時に、他国の文化の多様性や差異を尊重せねばなりません。実際、多くの共同活動―研究や教育、映画祭、展示会のほか、製品や伝統芸術を宣伝する機会をも含む、ベトナムと他国との文化的交流―は、大きな成功を収めてきました。


    創立以来およそ60年になるベトナム国家音楽学院は、世界中の国々と交流を行なってきました。とりわけ2011年には、東京藝術大学からの使節のみなさんを、本学院の理事会はお迎えすることができました。議論を通じてわたしたちはお互いの類似点を多数見つけました。また、アジアの大学間でネットワークを作ろうというご提案を非常に素晴らしいと考え、同意しました。この機会を借りて、本日ここへ来るチャンスを作ってくださった東京藝術大学のみなさんに、深い感謝の意を申し上げます。


    2005年から2009年にかけ、ベトナム映像研究所、ベトナム音楽学研究所、ハノイ舞台映画大学、ベトナム美術大学、ベトナム国家音楽学院、ベトナム国立オペラ・バレエ劇場などの主要な文化・芸術機関は、ベトナム文化の持続的発展を支援するプロジェクトを共同で行ないました。


    「ベトナム文化日／週間／月間」と呼ばれるものがベトナムで開かれ、多くの会議や経済的・文化的展示会に、中国や韓国、ラオス、カンボジア、ロシア、キューバ、メキシコ、ドイツ、ベルギー、フランス、ノルウェー、スウェーデン、ウクライナ、日本など、多くの国々の人々が集まりました。ベトナム、およびアジア太平洋地域の多くの友好国にとり、これは文化財産―文化や芸術から、農業製品、工業製品にまで至るさまざまなもの―を交換し、宣伝するよい機会となりました。


    科学情報に関する協力と交換に関しては、近年、国家の関心とコミュニティの積極的参加のおかげで、ベトナムの有形無形の文化財産が提出され、表彰されています。


    この機会を借りて、日本や韓国、中国、ラオス、フィリピン、インドネシア、マレーシア、シンガポールなどのアジア諸国を始めとする世界各国の科学者たちの、ご参加とご助力、科学分野でのご報告に、深い感謝の意を表明いたします。


    長年にわたる文化的交流と宣伝の実践的経験から、ベトナムとパートナー諸国とは、平等と友情と相互利益の原則をつねに維持してきたと思えます。この観点から考えるに、将来我々は、アジア太平洋地域の美しく人道的なイメージと関連する活動に、よりいっそう従事することになるでしょう。その活動にはまた、各国の歴史的・文化的伝統が持つ、生き生きとした輝かしい性質もまた含まれるに違いありません。ご清聴ありがとうございました。


    渡辺 トアン先生、ありがとうございました。続きまして、韓国芸術綜合学校のザン ユンヒ先生、お願いいたします。


    アジアン・アートリーグ101


    韓国芸術綜合学校


    [image: 4_09KoreaNational.tif]ザン ユンヒ この場にいられることを大変光栄に思います。私のプレゼンテーションのタイトルは「アジアン・アート・リーグ101」です。アジア各国にはそれぞれの言語・宗教・歴史・地理・伝統に基づいた個性的で豊かな文化的美意識があります。また、その多くは近年めざましく文化交流が発展している状況を含め、豊かな文化的基盤を持っています。アジアにおける文化交流という概念は西洋からやってきました。19世紀半ば頃より始まったエリートへの美術教育の先鞭をつけたのは、英国とドイツでした。彼らにとっては、男も女も、創造的でなければ不完全な存在だったのです。この人間観にもとづき、文化は人類の高邁な理想を表現するようになりました。ほぼ同時期に、アジア諸国も似たような目標を設定しました。東京美術学校は1887年に設立されています。125年を経た今日、アジアにおける芸術教育は続いていますが、近代化と西洋化の結果として混乱した状況にあります。


    芸術教育を発展させる一つの方法は、各国の個性的な文化を互いに尊重したうえで国際交流を育むことです。全ての国の個性豊かな文化のために、それを21世紀の目標とするべきでしょう。もっと具体的に言うと、アジアの全ての芸術学校で「アジアン・アート・リーグ101」なるものの形成を提案したいと思います。まず第一に設置されるべきなのがドローイング・ペインティング・写真・版画・陶芸・ガラス工芸・彫刻・メディアアート・映画撮影術・グラフィックデザイン・3Dグラフィックス・アニメーション・イラストレーションなどの基礎コースでしょう。アジア各国で類似したカリキュラムに基づいた教育を行えば、文化交流もスムーズに進みます。そのようなプロジェクトを実現するには解決すべき問題がたくさんあるでしょう。特に文化的アイデンティティの均質化の問題は重要ですし、また、芸術教育を単なる学び以上のものにする必要があります。学生たちは芸術の創作を仕事のように捉えるのではなく、楽しまなくてはいけません。私は6歳か7歳の頃、消防車を描く学校の絵画コンテストに参加したことがあります。その朝全校生徒が校庭に集まり、私たちの芸術行為の対象である本物の赤い消防車を取り囲みました。消防車をどのアングルから描くかは各自に任されていました。どういうわけか私は消防車よりもきれいな黄色いブランコに惹かれ、それを描くことに決めたのです。もちろん私はコンテストで優勝しませんでした。けれども、どんなにそのブランコを描くのが楽しかったか、今でも思い出すことができます。おそらくそれが私にとって美術への関心の芽生えであり、後に美術を専攻する決心をした大きな理由のひとつになりました。あの黄色いブランコは自発的欲求の対象でした。我々はそのような欲求を持つよう学生達に刺激を与える必要があります。


    「アジアン・アート・リーグ101」の形成を成功させるためには、このような芸術的情熱を学生達の中に育むことを忘れてはいけません。彼らに教えるべきなのは、芸術的差異の尊重、寛大さ、そしてオリジナリティでしょう。ご清聴ありがとうございました。


    渡辺 ザン先生、ありがとうございました。続きまして、マレーシアの国立芸術文化遺産大学のモハマド アザ カン先生にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。


    前進に向けて―コラボレーションとコンテンツの共有


    国立芸術文化遺産大学


    [image: 4_10NationalHeritage.tif]モハマド アザ カン 時間があまりないので、原稿の全てを読みあげることはいたしません。要点ないし概要だけをお伝えしようと思います。芸術とは基本的に革新と創造です。芸術作品は市場にのせることができます。つまり、商業化できるわけです。創造的プロセスの間、アイディアは徹底的に練られ、戦略的思考も用いられます。考える人としての芸術家は既存の作品と自らのアイディアや創作物を比較し、これまで蓄積されてきた知恵・歴史・哲学を可能なかぎり理解しようと試みます。そうした過程を通じて、彼はそのテーマを研究するのです。完成した際には、著作権や知的財産法に基づいた登録を行い、作品を保護する必要があります。芸術家としては、作品がなるべく多くの受け手、できれば世界全体に届けば大変嬉しいことです。けれどもこの広い世界で人々は異なる言語や文化遺産とともに生きているため、それはとうてい不可能です。そこで私たちにできるのは、範囲をアジアに絞ることでしょう。私たちは共通点も確かに持っていますが、やはり違いもあります。私はここで「相違によるギャップを縮めるため、私たちに何ができるか？」について考えたいと思います。おそらく、私たちが長い間受け継ぎ実践してきた芸術の類似性や相違を比較し活用することで、コラボレーションを戦略化することができるのではないでしょうか。


    アジア圏に共通する伝統演劇や舞台芸術として、人形劇や影絵劇があります。これらの伝統芸術は類似性や差異を論ずるのに格好の例でしょう。影絵劇はペルシア、インド、中国、カンボジア、インドネシア、タイ、マレーシアなどで長い歴史をもっています。実際にあった事例を紹介しましょう。これは川村亘平氏が率いるグループ「滞空時間」で日本人のアーティストが行ったパフォーマンスです。


    
      [image: 02_08-1.tif]


      
        滞空時間の公演

      

    


    川村氏はグループのメンバーが演奏するガムランを伴奏にしてワヤン・クリを上演しました。私たちは一緒にマレーシアの地元のアーティストも選抜しました。昨年7月のことです。日本人グループによるワヤン・クリとガムランは、現代・伝統双方のパフォーミング・アーティストにとって目から鱗が落ちるような体験で、観客のスタンディング・オベーションを浴びました。川村氏は亜細亜大学国際関係学部の卒業生です。この公演では本校の学生カマルル・フシンもコラボレーションを行い、インドネシアの管楽器・弦楽器・パーカッションを彼らとともに演奏しました。滞空時間のメンバーがヴァイオリンやベースを弾くなど、川村氏と仲間たちが行ったような伝統楽器と現代楽器の混交を、純粋主義の伝統的な芸術家や音楽家は好まないかもしれません。けれども彼は現代楽器を伝統楽器と混ぜて用いるのは、若い世代にも伝統音楽に興味を持ってほしいからだと言っています。「伝統楽器だけを演奏していたら若い人は舞台に興味をもってくれないでしょう。これも伝統音楽を若者にフィットさせていくひとつの方法なのです」と、彼は説明しています。結局、私たちが伝統についてできるのは、基本的に若者を観客のメインターゲットにしていくことなのでしょう。


    ここでもうひとつ別のコラボレーションの方法を提案したいと思います。パフォーマンスや共同制作における交流はワヤン・クリやガムラン音楽などのパフォーマンスに限定されるものではないことを理解しなければいけません。映画やアニメーションなどを含む、幅広いパフォーミング・アートやビジュアル・アートで行われるべきです。一点、私が強調しておきたいのは、芸術に人種のバリアがあってはならないということです。故・黒澤明監督が1954年に撮影した『七人の侍』のことは誰もが知っています。最も偉大で影響力のある映画の一つと言われていますが、ハリウッドの監督ジョン スタージェスによってリメイクされ、『荒野の七人』というタイトルで西部劇にもなりました。それが1960年です。アメリカ人監督が黒澤監督の作品を翻案できるのならば、アジアの監督たちがそうしない手はないでしょう。映画の翻案やリメイクは、アジア各国で芸術や伝統を共有する方法のひとつとして、コンテンツ共有の好例です。もちろん、著作権やロイヤルティの支払いといった問題があるではないかという反論も出るでしょう。けれども、私は良い芸術作品が共有され、全く異なる環境や地域性、色彩などで新たな生命を与えられるためにも、そういったものは解決されるはずだと思っています。アジアの人々はみな、同じストーリーに基づきつつアジア各地の文化的解釈をもとに表現された、『七人の侍』や『羅生門』の様々なバリエーションを見るのを楽しみにするはずです。強く申し上げたいのは、先ほどご紹介したガムランとワヤン・クリのようなことを映画やアニメーションで繰り返すことができたら興味深いということです。伝統や継承物に裏打ちされた様々な文化的背景のニュアンスを用いて、同じコンテンツやストーリーを共有するのです。例えば今村昌平の『楢山節考』や、故テグ カルヤの『Ibunda（母）』、ガリン・ヌグロホの『一切れのパンの愛』のような映画なども、マレーシアやシンガポール、韓国、タイ、日本の映画を学ぶ学生たちによるリメイクをぜひ見てみたいと思っています。どうもありがとうございました。


    渡辺 アザ カン先生、ありがとうございました。続きまして、大邱大学校のイ ギルスン先生、お願いいたします。


    アジアへの回帰、そして新たなアジアの誕生


    大邱大学校


    [image: 4_11Daegu.tif]イ ギルスン こんにちは、大邱大学校のイ・ギルスンです。


    私が今回発表する主題は「アジアへの回帰、そして斬新さ」というテーマです。


    アジアの芸術に携わる者たちがこの場に一堂に会し、文化芸術に関して話し合うということを大変意義深く感じます。しかし、芸術に携わる者たちの持っている基本的な意思とは別に、政治的な影響や慣習、あるいは理念によって影響される部分に対してはとても残念に思います。そういった思いでこの発表をしたいと思います。


    私たちはアジア芸術の未来から各地域における活発な交流まで、さまざまな点に力を注いでいます。


    アジアには歴史的に共通する精神世界がありました。漢字文化圏が広く拡大したことにより、同じ思想や観念を共有することが可能でした。多くの古典文学が共有され、同じ意味を互いに理解し合えることに、さまざまな面から思い到ることができます。アジアの思想・観念の源流には儒教や仏教、道教などが持っている美徳があります。現代においても、私たちは『中庸』に書かれた人間的な言葉が変遷し互いに作用し合う様や、『道徳経』の説く美の理論や意味に興味を抱きます。さまざまな角度から過去と現代を比較すると、歴史的にどのような芸術がどのような方法でアジアの中で伝播し交流しあってきたのかを知り、さらにその意味や関係性に思いを馳せることができます。アジアの先人たちの叡智と誤謬の両方を現代世界にあてはめ、新たな関係の可能性についての議論を試みるのが、本論の主な目的です。


    ある時代の歴史を振り返ってみましょう。19世紀末、ある極東の島国が、現代世界で生き残り文明化するためにはアジアから離脱するのが最善であると判断しました。アジアには先に科学的に発達した西洋諸国による占領・搾取という重荷が課されていたため、その環境から逃れようとしたのでしょう。しかし同胞であるはずのその近隣諸国は自国内部の変化を望んでいなかったという点は否定できません。その国は、近隣諸国の規則や法制の、社会基盤とその運用が合理的ではなく、そのままでは発展を見込めないと評価しました。尊敬する知識人、文学人、言論人である福沢諭吉先生は、アジアから脱却すべきと主張しました。意図的であったかどうかは別として、この主張は近隣諸国に痛みをもたらすものになりました。福沢先生の強調した脱亜の必要性をよりラディカルに解釈したのは、政治家たちだったのです。今、この痛みは清算されなければなりません。この観点から、私たちは本プログラムへの参加を通じ、アジア芸術の未来のため、アジアに回帰すること、アジアの芸術に携わる者や学者が集うことで、アジア芸術の調和と文化的発展のために変化を起こし、そこに重要な意味を見出すことができると私は考えています。


    日本の国宝である広隆寺の弥勒菩薩半跏思惟像は有名な仏像です。この像は韓国の国宝第83号、金銅弥勒半跏思惟像と非常によく似ています。なお弥勒菩薩半跏思惟像の木材が韓国の奉化（ボンファ）でとれる春陽木（チュニャンモク）という赤松であることが明らかになっています。これは当時、日本と新羅、百済の間に活発な交流があったことの証拠です。
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        （左）弥勒菩薩半跏思惟像（右）金銅弥勒半跏思惟像

      

    


    さらに、朝鮮王朝末期の文人、秋史（チュサ）を号とする金正喜（キム ジョンヒ）による画「歳寒圖」を見てみましょう。この画には感謝の念とそれに対する人間的な表現をみてとることができます。困難な時期においても強靭だった彼の精神が織り込まれたこの絵は、清王朝の識者たちの共感を呼びました。ここで金正喜は『論語』の子罕篇におさめられた孔子の言葉「歳（とし）寒くして、然る後に松栢（しょうはく）の彫（しぼ）むに後（おく）るることを知る（寒い冬になると、人は松や桧がまだ枯れていないことに気付くものだ）」を引用しました。これは流刑にあった金が弟子の李尚迪（イ サンジョク）の変わらない温情への謝意を表したものです。またかつて金正喜が滞在したことのある清の文人である章岳鎭、翁方綱、汪喜孫らによる賛辞も書かれています。
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        歳寒圖

      

    


    これは芸術家が作品に共感し、文章を通してその意味を共有し、交流する方法がアジアの中にあったことを物語る資料です。また日本人の柳宗悦が朝鮮王朝時代の民芸品を好んでいたことも、同じようにみることができます。


    21世紀という新しい時代において、アジアの人々は儒学的な思想を持つことが必要です。我々は新たな手法に対して強い情熱を抱いていますが、伝統も忘れてはなりません。伝統とは、歴史と変わらずにあるその原点の両方です。こういう思考をもって未来のアジアにおける芸術交流は図られるべきです。時間と空間の調和が必要であり、アジア諸国の主要な担い手たちはオープン・マインドで集まらなくてはなりません。ここでは新たな存在が創造されます。


    今、アジアは新しい創造を作りださなければなりません。創造的価値は世界とアジアの向こうにある未来を照らし出します。今私たちは創造的な新しいアジアへと前進しなくてはなりません。アジア人はアジアの住人であり、アジアは大いなる人間性が宿る、世界全体を導く開拓者の地となるでしょう。この新しい存在は、人間社会における文明同様に、天山山脈より高くインド洋より広い世界へと出ていかなければなりません。


    結論を申し上げます。


    来たるべき未来のため、私たちが過去の文芸を共有し、先人の叡智と過ちと経験を活用したならば、それは教訓となって今後の過ちを防ぎ、いかなる活動に取り組む際にも役立つでしょう。そしてそれはアジア芸術が新しい方法で繋がりうることを示しています。我々は互いに研究し知恵を獲得するでしょう。このような芸術の交流を一度のみならず、違う形式で、またさまざまな方法で将来も継続したいものです。その目的のためには、我々も、韓国も、できるかぎりの努力は惜しまないつもりです。


    ありがとうございました。


    渡辺 イ先生、ありがとうございました。続きまして、韓國傳統文化大學校のキム ジュン先生、お願いいたします。


    アジアン・アートにおける国際協力の今後の方向性


    韓國傳統文化大學校


    [image: 4_10KoreaHeritage.tif]キム ジュン 私は昨年の春、東日本大震災が起こり、それに世界が驚いていたときに、この東京藝術大学工芸科鋳金専攻へ客員研究員として滞在しておりました。東京藝大で生活しながら、実践的、主体的に交流することになり、実に大きな感動を得ました。我々が交流から影響を受けたというのは、結局その感動が大きかったのではないかと思います。今もなおさまざまな困難の中に置かれていても、具体的な連携のためにこのような大きなイベントを開催された東京藝大に大きな敬意を表します。


    それでは「アジアの芸術 今後の連携の在り方」についてお話したいと思います。


    膨大な人口や悠久の歴史、深遠なる文化を持っているアジアの各国は、それぞれ創造的な文化・芸術を発展させてきました。各国の文化は常に影響しあう関係であり、独自性と同じく共通性も分かち合ってきました。現代は「ネットワークの時代」です。最近の時代の流れは、各国の固有性に通じた価値の具現化を越えて、お互い補完しながら協力することが競争力の核心となっています。同時代のアジアの芸術家たちは、ダイナミックな芸術活動を通じて、国境やジャンルを越えて時代を創り出しています。大学を中心としたさまざまな国際的ネットワークは、そのような芸術家にとって重要な交流の窓口となっています。これはアジアの芸術家たちの創造的活動を支え、成長の基盤を築き上げる重要な役割を果たしています。


    韓国傳統文化大学は韓国の文化財庁が設立した国立大学で、有形・無形の伝統文化遺産を保存し継承するための実務と研究の役割、また創造的芸術活動支援を同時に行っている大学です。来年からは大学院もでき、大学内のさまざまな研究所と連携し、本格的にアジアの文化芸術交流の中心になろうとしています。まずはグローバルネットワークを形成するためにさまざまな模索をしています。先進の文化財に関する人材の養成機関との交流プログラムの運営と、海外の文化遺産の教育研究機関と連携した実習プログラムなどを準備しています。さらに、アジアの代表的な文化遺産の教育研究機関とアジアの教育研究ネットワークを築き、実質的な教育研究の協力体系を構築するのを第一の課題にしています。また同時にアジア文化遺産の専門家の養成課程を作る計画もあり、特に東南アジアや中央アジアの文化遺産の専門家養成プログラムを運営したいと思っています。


    東京藝術大学主催の「藝大アーツ・サミット2012」は、参加大学間の実質的な文化芸術交流が飛躍的に発展する大きなきっかけとなると、私は確信しています。私はここで具体的な一つのアイディアとして、現在各国の大学にたくさんいる留学生と交換留学生が参加するアジア国際交流活動を活性化するプランを提案したいと思います。


    各国の芸術大学にはアジアの歴史と文化芸術に興味を持つ学生が大勢存在します。私の提案は、彼らが学内の各国の留学生たちと一緒にアジア文化芸術研究会を結成するように支援することです。大学はそのための環境づくりをし、大学や国家間のネットワークの主体になるよう導きます。学内の活動にとどまらず、国際的なオンラインネットワークを通じて情報と活動内容を交換し、定期的にオフラインの交流も続けられるよう、各大学による関心と支援の継続も必須の条件となります。


    このように若い大学生たちがアジア各国の文化的相違点を理解し、お互いの文化的多様性を高める事業に積極的に参加することによって、アジアの文化的独自性が発見できるでしょう。このプログラムを通じて、今後のアジアの文化芸術の価値を発掘していく創造の場がより広がることを期待します。以上です。ありがとうございました。


    渡辺 キム先生、ありがとうございました。続きまして、東京藝術大学から、植田克己学部長、お願いいたします。


    芸術教育のコラボレーションの実践と可能性


    東京藝術大学


    [image: 4_12geidai_Ueda.tif]植田 私たち、ここにいるどの芸術系大学も、今までアジア各国をはじめ、世界の芸術大学、研究機関と学生、教員及び研究者の交流、共同研究、展示会、講演等の実施、及び芸術及び芸術教育に関する情報の交換などを盛んに行ってきました。


    今後もますます積極的に行うために、そして、アジアの多様な文化、伝統に基づいた表現技術、情報及びその研究を共有し、新たな文化の創造、発展を行っていくために、この「藝大アーツ・サミット2012」において、私たちは次のような実験的な概念の提言を行いたいと思います。


    それは、まだ仮称ではございますが、「アジア・アート・コモンズ（AAC）」と呼ぶこととしたいと思います。これには三つのことが期待されるかと思います。


    まず人的交流を支える情報共有機能であること。インターネットを利用して、各大学の実際の教育、研究の場についての情報や、そこで行われている事業、シンポジウム、イベント、研究などの情報を共有化することが可能であること。内容としましては、大学案内のムーヴィー、各大学の授業、研究記録の公開、シンポジウム、講演、イベント、あるいはその情報などの公開が挙げられます。


    二番目として、情報の集約、発信を目指したアーカイヴとギャラリーの機能です。各芸術系大学にとって、それぞれが制作している作品、演奏記録等をデジタルでどう保存・公開していくかは大きな課題となっていると思います。現在の技術ではそれらを高画質、高音質で保存でき、閲覧できる機能が期待できます。AACがアジア共通の高機能なデジタルアーカイヴを保有し、そのコンテンツを参加校である研究者や学生たちが自由に閲覧・視聴できる機能を持つことで、日々新たな表現を目指している各大学の研究者、学生たちの自己啓発に大きく貢献することになると信じています。


    さらに、それらの蓄積を利用して、新たな研究が広がるということも期待されます。ただ、アーカイヴの一般への公開については、公開の範囲や対象、作品の権利処理、海賊版の対策など、多くの検討課題があります。しかし、外部への発信機能という観点から見ますと、新たなアジアの最先端、最新の表現が一堂に見られる大変貴重なギャラリーとなることと思います。今後のアジア、さらには世界のアートシーンの中心になっていくことでしょう。


    さらに、三番目の機能として、国際的な人材を育てる共同制作、共同研究、及び、インキュベーションの機能が挙げられます。研究、作品制作、音楽活動の分野でも、国際的な視野とスキル、コミュニケーション能力のある研究者、表現者の育成が求められています。そのためには、国際的な経験を教育プロセスの中に取り入れていく必要があります。AACでは、ITテクノロジーのコミュニケーション効果に着目して、共同制作、共同研究の場づくりの機能を持っていきたいと思っております。


    そして、大学と企業、研究と産業といった面でも、またさらに国際的な異分野が共同で行う制作、研究のプラットフォーム及びインキュベーションの場として活用も考えたいと思います。


    このAACの実現に向けては、まず、参加したいと思う各大学のモチベーションの共有化が不可欠です。特にデジタルアーカイヴとなると、それぞれの大学のインターネットに対する考え方との整合性や、独自事業などとの関係、コンテンツの権利関係やセキュリティ対策なども検討しなければなりません。


    私たちとしては、このAAC事業の実現に向けて、完成年度を目指した展開を検討していくことを提案したいと思います。


    この後、堀越先生から、実際に当大学院の映像科がインターネットを使ってどのような実験、あるいは仕事をしているかをご紹介したいと思います。よろしくお願いいたします。


    堀越 皆様ご承知のように、東京藝大は美術、音楽の分野では、第二次世界大戦以前から、世界、特にアジアの大学との交流を行ってまいりました。その中で8年前の2005年にできたばかりの私たち大学院映像研究科の具体的な事例を、AACのアイディアの参考として、発表させていただきます。


    映像研究科には、映画とアニメーション、メディア映像の三つの専攻があります。これから私たちが行っているアジアとの交流の事例をお話ししたいと思います。


    最初に、今日参加していただいた韓国の映画アカデミーと東京藝大の国際共同制作プロジェクトについてお話しします。今年が6年目になります。


    このプロジェクトは、二つの形があります。一つは、プロデューサーコースというのがそれぞれの学校にあり、その共同ワークショップということで、毎年夏に4日間、同じ施設に滞在して行う、プロデューサー領域の企画コンペです。これは日本と韓国で交代で、ことしは日本の箱根で行いましたが、毎年交代で行われております。


    その企画コンペの中でベストプロジェクトということで、選ばれた企画は、翌年の春に、両方の学校が一緒に参加して撮影を行います。そして、これは国際映画祭での上映を目指し、プロデューサーコースだけではなくて、ほかの全領域の学生も参加することになっています。


    幾つかは国際映画祭で賞をいただいたり、あるいは、世界でも本当に珍しいんですけれども、長編映画を一緒につくって、劇場公開されたというようなこともあります。


    
      [image: 02_11-2.tif]


      
        韓国の映画アカデミーと東京藝大の国際共同制作プロジェクト

      

    


    『三月の水』という作品は、ことしの春に済州島で撮影しまして、現在編集中です。フィルムではなく、デジタルで撮っておりますので、インターネット上に撮影された素材、映像素材を共有して、それをそれぞれの学校で別なパターンで編集をし直していくというようなことが可能になっています。


    また、以前のワークショップで選ばれた作品も、映画の場合は、選ばれたからといってすぐ映画化できるわけではなく、脚本の書き直しですとか、キャスティングとか、いろんな作業がございます。それを学生たちは、メールやスカイプ、フェイスブックなどの、彼らの得意な技術を駆使しながら、それぞれの学校にいながら、半年間ほど一緒に作業を行っていくことができるのです。特に映画は共通言語を有している領域です。フィルムからデジタル化したことでそういう制作方法が可能になったということは、そうした教育も可能になったと言えるのではないかと思います。


    ただ、そのときに注目すべきことは、こうしたテクノロジーだけに頼った教育というのはやはり無理で、先ほどオンライン／オフラインという言い方をされていましたが、やっぱり現実に学生たちが向き合ったことがあるということが、成功するかしないかの大前提になると思います。そして、私たちの学生にとっては、こういうことをやることで、同時に英語力が自然に身についていくというメリットもあります。


    これが学生たちの模様です。
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        日韓共同製作作品

      

    


    これにかかる費用というのは、企業からの寄附と、学生自身によるファイナンスによって大体賄われています。私どもは、プロデューサーコースですから、そういうことも勉強の一つになります。


    次はアニメーションの例です。こちらは韓国のKアーツさんとの共同制作で、2010年の12月と2011年の12月に2回行われました。実際に両校の学生が集まって、共同で作業を行っています。


    実際の具体的な作業ですけれども、2人ずつ8組のペアをつくって、1週間で共同で作品をつくっていきます。この年は、中国の陰陽五行という考え方をテーマにして、作品がつくられました。
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        『相生相剋』

      

    


    これはK Arts（韓国芸術綜合学校）の学生と東京藝大の学生が一緒にペアを組んでつくったアニメーション作品です。


    フランスのFEMIS（国立映画学校）などとも共同のワークショップを年間4週間ほどやっているんですけれども、ここではその話は割愛させていただきます。


    今、KAFA（韓国映画アカデミー）と東京藝大とフランスのFEMISと三つの大学が一緒に何かワークショップをやれないかということを模索しているところです。


    以上、ご報告です。


    問題提起―


    ● アジア共通の価値観を持つ必要性はあるのか


    ● 私たちのネットワーク推進の可能性


    渡辺 植田先生、堀越先生、ありがとうございました。


    私どものほうで提案させていただきました2つのテーマ、キーセンテンス、豊かで新たな文化を生み出す国々の連携や文化を超えての共振が可能かどうかということと、共生の場、ネットワーク等は具体的にどのようなものであるかということについて、それぞれの大学の先生方から、おおむね肯定的なご意見をいただいたかと思います。また、実際に具体的な例も提示していただきまして、ありがとうございました。


    少し質問を私のほうからさせていただきたいと思っておりますが、このシンポジウムでは、「アジアの芸術」という言葉を使っております。テーマ1のほうでも、アジアというのは何であろうかと、アジアという言葉でくくっていいのだろうかという疑問が幾つか提示されました。そこで、これは私の個人的理解ですけれども、アジアというのはやはり西洋に対立する概念という意味も含まれているのではないかと思います。西洋では、ギリシャ時代、そしてローマ帝国、そしてローマ帝国が広めたキリスト教という、ヨーロッパ全体に共通した世界観があって、そこから近代的な思想とか芸術の価値観が生まれている。その価値観が、今や国際的な基準となっているという現実があります。それに対して、アジアは、アジアの共通の価値観を持つことができるのだろうかと。今日のサミットの最初の近藤文化庁長官のご挨拶の中に、一つの特徴として、西洋の近代主義にないものとして、自然との共存、人間尊重、この二つの言葉を述べられておりました。


    これにこだわるわけではございませんが、アジアというものが、アジア共通の価値観、あるいは評価の軸というものを持つことができるのか、あるいは、その必要はないのか。ネットワークは大切であるというご意見をいただいた中でも、皆様それぞれに伝統、あるいは地域性というものを非常に重要視しなければいけないということを発表されていたように思います。


    私からの最初の質問では、アジアは共通の価値観を持てるのかということ、あるいはその必要はないのかということ。それから二つ目の質問は、我々はそういった細かいことにこだわらずに、ネットワークの推進をともかく進めていかなければいけないのだと思われるかどうか。この二点についてお伺いしたいと思います。先ほどの発表の順序で、まず、ソウル大学校美術大学のソ ドシク先生、お願いいたします。


    ソ 質問に対する答えになるかは分からないのですが、アジアというものはやはり地域性に基づいた空間の概念であると思います。したがって、アジアの国々が共通した価値観を持たなければならないということは、非常な強迫観念のように思われます。共通の価値を追求する方向性もありえますが、むしろ互いを鏡としながら自身や自国のアイデンティティを確認する場となるのが望ましいと思います。それを基礎として、もう一度私たちが共通の価値や美学を確立させていく努力や機会を少しずつ模索していくことが必要だと思います。ただなんとなく無条件に「共通の価値観」といったものを必ずしも持たなければならないのかどうかということは、度の過ぎた強迫観念ではないかと私は思います。


    渡辺 ソ先生、質問の二つ目ですが、そのご意見に私は個人的に非常に賛同いたしますが、ネットワークの推進については、いかがお考えでしょうか。


    ソ 私はオンラインとオフラインの両方の教育を実験中である立場から、オンライン教育、特にメディア講義に大きな期待をしています。実際にオフライン教育というのは、学生と先生が双方向に対話し、体験することによってその効果を直接感じることができてよかったのですが、その反面、莫大なコストがかかります。そこで、空間と時間を大きく短縮できるオンラインネットワークを使えば、さまざまな教育内容について交流する機会が得られると思っています。その機会は今後非常に多くなるでしょう。オフラインの教育にかかるコスト、時間を削減できるオンライン教育というのは必ず必要になる、と私は思っています。そしてマルチに同時的な疎通が可能になるわけですから、そうした教育の研究が迅速に行われれば、ここに参加なさっている各国の方々とも、いつでも交流が可能になるのではないかと思っています。


    渡辺 ソ先生、ありがとうございました。続いてソウル大学校音楽学校のション サンジク先生、お願いいたします。


    ション 本日午前からこのサミットに参加しながら大変申し訳ないのですが、実は心の片隅ではいまひとつ皆さんと心を共にすることができませんでした。しかし今それを解く機会をいただけたようです。


    今のご質問がとても大切だと私は個人的に思います。果たしてアジアが一つになれるかどうか、共通の価値観をもてるかどうか。このような問題と各国や各民族の文化のアイデンティティという概念は、見方によっては相互排他的だともいえます。つまり「アジアを一つにまとめて、特に芸術的な面で共通の価値観をもつ」、これはむしろ西欧の列強が私たちに押しつけた文化的な帝国主義と何も変わらないと思います。


    今回、私たちがこのように集まって、真剣に非常に重要な問題について話し合う根本的な理由は、この交流を通じて、お互いを理解し、それをもとに異なる文化を尊重し合うことにあります。そして、そこからさらに発展へと向かうことに力を注がれるべきだと思います。そうしたことから、アジアというものの地域的な側面以外の文化面であえて共通点を模索し、それを結びつけなければならないという考えについても、私は個人的に強く反対します。しかし、よい影響を与えあい、伝統文化芸術でも現代文化芸術でも、それが相互交流を通じたシナジー効果を発揮することができ、民族・国家間において互いに理解・尊重する、そういった機会を提供するといった面では望ましいと思います。特に教育の面ではより進んだシステムを持つ学校が、そうしたシステムを持っていない学校を支援することができますし、より多くを持つ国家が持たない国家とそれを分かち合い、導きあい、助け合うといったレベルでのネットワークは必ず必要だと思います。


    しかし、根本的に忘れてはならないのは、各国の文化、固有のアイデンティティ、そこには何か共通分母はあるかもしれません。しかしそれを一つにまとめようとする試みは正しくないと思います。


    渡辺 ション先生、ありがとうございました。続いて台北芸術大学のジャン ジュンヌァン先生、お願いいたします。


    ジャン アジアでは一つの共通の価値観がなくてはならないのでしょうか？ 先ほど、すでに明確にお話しされましたが、私たちに共通の価値観とは、再び自分の文化の伝統を大切にすることだと思います。なぜかというと、今日、クリエイティヴ産業を発展させるには、自分の文化を起点にして、その文化の伝統を重視していくことだからです。


    また、オンラインの教育について言えば、もしよい素材があれば、教育プログラムを作り、デジタル教材にして、さらにプラットフォームを作ってそれを共有することができます。それは、芸術の種類によってさまざまな方法があるでしょう。たとえば、ダンスの場合、それは感覚的で、直接的、身体的なものです。ですから、すべての芸術がデジタル化に適するとは限りません。


    実は台北芸術大学では、映画とニューメディアの新しい学科があり、映画学科の設備は、比較的ハイテクで、アメリカのチャップマン大学と協力で映画撮影をしています。TV会議でリアルタイムにやりとりをして、この成果はとても大きいです。今日、東京藝大と韓国の大学が協力し、交流していることをお聞きして、大変喜ばしいことだと思いました。当大学には、学部生によるアニメーションの作品もあり、今日のこのようなパイプを経由すれば、今後もしかすると台北芸大は他の大学ともこの分野について、よい協力、交流のチャンスがあるのではないかと思っております。


    渡辺 ありがとうございました。続きまして、沖縄県立芸術大学の金城厚先生、お願いいたします。


    金城 私もアジアの共通の価値観を何か持つという必要はないと思います。むしろ、最初のお話にありましたように、国際社会のスタンダードがヨーロッパであった、つまり、近代というのがヨーロッパからやってきたんだということ。で、ヨーロッパでないのがアジアだと。ほんとうは厳密に言えば、アメリカとかアフリカとかあるわけですが、今、それは横へ置いておきます。ヨーロッパでない、つまり、今の国際規範であるところのヨーロッパ文化でない文化を私たちが持っているということから生じる私たちのいろんな―私は先ほどの発表の中で葛藤という言葉を使いましたけれども―そういう悩みを持っているということが私たちの共通基盤ではないか、芸術教育に携わっている者の共通基盤ではないのかなと思います。


    ネットワークの問題については、私も先ほどのオンラインとオフラインの両方の教育ということに大変興味を持ちました。ネットワークやウェブは、アジアの問題ではなく、世界中の問題であります。ただ、私たちはアジアで、まさに隣同士に住んでいるという、この実際の距離の近さ、これが人間的な直接のオフラインでの交流を非常にしやすくしている。私は、東京には3時間余り、飛行機に乗って来るわけですが、同じ時間で多分香港やベトナム、ハノイに行くことができると思います。そういうふうに、アジアはお互いに近い、時差もない。そういう中で、人間的な直接のオフラインのつながりというものを、これがもちろんオンラインと並行して今後構築していく大事な部分ではないかなと思っております。


    渡辺 ありがとうございました。続きまして、インドネシア芸術大学ジョグジャカルタ校のクスマヤティ ヘルミエン先生、お願いいたします。


    クスマヤティ わたしはこの重要なフォーラムにおいて、以下の事実をみなさんと共有したいと思います。その事実とは、わたしたちアジアの人間が、伝統的なものであれ、コンテンポラリーなものであれ、モダンなものであれ、アートの領域でともに活動しているということ。そして何であれ、このアートを保存するために必要なことをやっているということです。芸術が私たちの人生の魂であること、そして、私たちの共同体の力がアジア芸術にとって重要なのです。以上です。ありがとうございました。


    渡辺 ありがとうございました。続きまして、ベトナム国家音楽学院のレ ヴァン トアン先生、お願いいたします。


    トアン わたしの意見としては、アジアのネットワークを築くことが必須だと思います。なぜなら、芸術的・文化的交流は、平和的レクリエーションと友好の発展を促すものだからです。これはまた、アジアにおいて、および世界のその他の地域において、各国民と文化についてのより深い理解をもたらすものでもあります。できれば将来、みなさんを我々の国でお迎えし、ベトナム文化についての理解を深めていただける機会があればと思っています。ありがとうございます。


    渡辺 トアン先生、ありがとうございました。続きまして、韓国芸術綜合大学のザン ユンヒ先生、お願いいたします。


    ザン 現在グローバル化が進む中で、アジアの共通の価値観がそんなに必要なのか、もしあるのであればグローバル化とどう違うのかが私にはよくわかりません。アジアに属している国が、外見が似ているというところで私たちがお互い慣れ親しんでいるため、発音やそういった意味では私たちはお互いに関心を持っていないのではないかと思います。


    そしてただ見慣れているがため、たとえば私は日本によく来るのですが、日本に来ると姿かたちが同じなので、実際安心感を得ることもありますし、あるいは違いを見出せずに興味が湧かないということもあります。たとえばヨーロッパに行くと写真を500枚撮りますが、東京では100枚しか撮りません。いい例になるかわかりませんが、見慣れて、親しんでいるがために、実際には多くの部分で文化が違っているにもかかわらず、ただ通り過ぎてしまう部分があるのではないかと思います。


    そしてアジアン・ネットワークの推進につきましては、私はなされなければならないと思います。私たちがここにこのように集まっているのは、物理的な時間と多くの費用をかけて来ているわけです。もちろんネットワーク構築には初期費用も多くかかりますが、結局は時間のためにだけでもネットワークの構築が推進されるとなれば、持続的に進めていくべきだと思います。しかし持続的な事業にするためには、常にぶつかるのは予算の問題だと思います。そういった問題をクリアできるのであれば、ネットワーク構築は積極的にやっていくべきだと思います。


    渡辺 ザン先生、ありがとうございました。国立芸術文化遺産大学のモハマド アザ カン先生、お願いいたします。


    アザ カン 私はアジアの国々には素晴らしい伝統があると常に思ってきました。私たちの舞台芸術、

    音楽、演劇、舞踊は比類のないものですし、それらを保護・保存しようとする人々に対して何ら異論は

    ありません。けれども、私は現代のテクノロジー時代を生きる若者たちのことも気にかけています。私たちは彼らに教えることができます。彼らに学ばせることができます。練習させることもできます。しかし、彼らに革新のための余地を与えてやる必要もあるのです。伝統音楽が現代と融合すべきといったことを提唱した時、私はそういう趣旨で話していました。また、私は差異や類似性のアジア圏での共有は、私たちがなし得る素晴らしいことだと考えています。私は日本・韓国・中国・ベトナムなど、あらゆるアジアの国々の映画が見たいです。たとえ、それらの言語が理解できなかったとしてもです。けれども、今では言語も問題ではありません。映画には字幕を付けることができます。それによってアジア各地の人々の習慣や伝統、生活様式について非常に多くのことを知ることができるのです。ありがとうございました。


    渡辺 アザ カン先生ありがとうございました。続きまして、大邱大学校のイ ギルスン先生、お願いいたします。


    イ 先ほど司会の先生が「アジアとヨーロッパの対立」というような表現をなさいましたが、それは対立ではなく「差別化」された点が多いという表現が正しいのではないかと思います。つまりアジアを文化芸術で一つにする、そして協力するということ、交流を持つということについては、歴史的に見ますと、韓国は日本や中国とたくさんの交流をしてきました。それは距離が近く、交流しやすい地域にいたので、基本的な条件を多くクリアしていたということなのだと思います。


    私たちには共通の価値、認識があります。それは今まで生きてきた文化的背景があるからです。そういった面で、私たちが交流できる方法はお互い相違点を認めることから始まり、好奇心が生じ、そして新しい創造につながるという、そういうエネルギーが出てくるのではないかと思います。


    渡辺 ありがとうございました。韓国傳統文化大学校のキム ジュン先生、お願いいたします。


    キム 結局今アジアを再び論じるというのは、グローバル化が進んだ中で、具体的にアジアの共通性がどれだけ必要かということとつながるのではないかと思います。


    実はグローバル化を叫びながら最も重要に思ったことは、違うものに対する驚き、そしてそれを互いに肯定して少しずつ同じものを持つようになることへの満足感ではなかったかと思います。今もそうですが、違うと思ったのに同じだ、同じだと思ったのにちょっと違っている、そうしたものに対する感動が大きなエネルギーとなって、芸術分野に大きな効果をもたらすことができるのではないかと思うのです。


    類似性、同一性を感じるということについても、ただ似ているからといって関心の外に置くのではなく、それによってさらに刺激され、それによってもっと大きな意味を深く感じられるのであれば、私たちがこのように集まって、その文化や芸術について話し合うということも、持続的に大きな価値を持つものだと思います。


    渡辺 ありがとうございました。では、最後に東京藝術大学の植田克巳学部長、堀越謙三研究科長、お願いいたします。


    植田 この会議を待つまでもなく、また、このシンポジウムの最初からずっと話が出ていましたけれども、私自身は「多様性」という言葉がアジアの一番の特徴であると考えています。そして、まさに今日もそれを確認したのだという思いです。歴史も文化も気候も言語も宗教も、それぞれが全然違っていて、そして、一つの大きな地域ではありますが、その中で複雑なのは、少しずつそれが重なっているところなのですね。全部が違うわけではなくて、ある部分は重なっている。そういうところがお隣に住んでいる、北から南までというところがアジアなんだと。それぞれ違いをほんとうに少しの差でも、意識すること。それはおそらく他人を知るということは自分を知ることになる。自分を知りたいと思えば思うほど、他人をも知ってみたいと思う。その心なのかと。それが必要なことなのだろうと思っています。


    再三話が出ていますけれども、アジアというふうにくくってしまいますと、西洋から見たアジア、あるいは、対西洋というふうに僕たちが何か動きをするという風に見えますが、それはさほど大きな問題ではない。むしろ、言われているように、ヨーロッパやアメリカの方々が今のアジアの動きにすごく注目している。それは一つには、我々自身の活動が外向きになっているということもあるでしょうし、それから、もう一つには、ヨーロッパ、アメリカの人たちが自分たちのあり方について、一元性というところで、かなり足元を見つめ始めた結果なのだろうと思っています。


    そのようなことを今回の会議を通じて強くまた考えさせてもらいました。ありがとうございます。


    渡辺 先生方、どうもありがとうございました。いささか質問自体があまりよくなかったかもしれないのですが、それぞれの大学の先生方がアジアの多様性と伝統というのを非常に大切に考えておられて、お互いのぶつかり合い、交流の中でまた新しいものが生まれていくということをしっかり考えておられるということがよくわかって、非常に意を強くした次第です。


    お互いが、それぞれの大学、あるいはそれぞれ個人が一つの価値観に縛られることなく、それぞれの伝統、個性というものを尊重し合い、その上で連携、交流を進めていくということが非常に大切であるということが確認できたと思っております。


    若干時間は早うございますが、なかなか白熱した一日になってきましたので、ここで、短めではございますが、テーマ2を終了させていただきたいと思います。ありがとうございました。
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    司会 それでは、これよりシンポジウムの総括を始めさせていただきます。テーマ1のモデレーターの北郷先生、テーマ2のモデレーターの渡辺先生より、それぞれのご報告をお願いいたします。


    北郷 今日は長時間にわたり、非常に密度のあるお話をお聞きすることができました。参加されている23校のお話を取りまとめるというのはなかなか大変なことなのですが、まずは私が担当させていただいたテーマ1の「アジアにおける芸術の独創的展開」についてお話ししたいと思います。


    一つには、アーティストとしての個人、個性の尊重が必要であること、次に、芸術文化のアイデンティティの確認をしようということがありました。そして、固有な伝統と新たな創造のために、地域社会の芸術財産をひろい出そうというお話もございました。また、全体的な文化的コンテクストの理解が必要だという話もございました。また、芸術的ボキャブラリーの共有化が必要であること、要するに、お互いに理解して、芸術の信念を確認し合うということが大事だということです。そのためには、グローバル化と国際化が必要であり、それを推進することが重要だということを確認いたしました。


    そのために、さまざまなネットワークの構築、つまり、教育研究へのサポート、若手アーティストへのサポート、芸術文化の交流と発信、オフライン／オンラインでの人的な交流が必要であるというご意見も出てきました。そこで、共通のステージを模索しましょうというような提案も出てきたと思います。


    私からの総括としては、このようなことでございます。


    
      [image: 5_01futari.tif]


      
        モデレーターの北郷悟教授と渡辺健二教授

      

    


    司会 ありがとうございました。では、渡辺先生、よろしくお願いいたします。


    渡辺 それでは、テーマ2の総括をさせていただきます。


    テーマ2としては、2つのキーセンテンスがございました。アジアにおいて豊かで新たな文化を生み出す国々の連携や文化を超えての共振を起こすことは可能であろうかということ。もう一つは、共生の場、ネットワークとは具体的にどのようなものであるかということです。11の大学から発表をいただきましたが、いわゆるオンラインのネットワーク、あるいは、それぞれの人的交流を生かした、まさにお互いが顔を見合って共同作業をするというオフラインのネットワークをも含めて、幾つかの大学から具体的な例を提示していただきました。


    そして、全体の連携として、国、あるいは地域ごとの、または大学ごとの、そして人と人との連携というものが十分可能であり、進めていくべきだというご意見をいただいたと思います。


    最後に、アジアというものがある画一的な価値観ではなくて、それぞれの国、地域、人々がお互いを尊重し合って、その多様性を認めて、連携、交流を進めていくことが一番大切であるというお言葉を一つのキーセンテンスとして得られたのではないかと思っております。


    司会 ありがとうございました。
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    [image: 6_03zentai.tif]司会 本日ご参加いただいた各大学代表者の方々にもう一度ご登壇いただきたいと思います。


    ソウル大学校美術大学様、ソウル大学校音楽大学様、韓国芸術綜合学校様、大邱大学校造形芸術大学様、韓国映画アカデミー様、韓國傳統文化大學校様、台南芸術大学様、台湾芸術大学様、台北芸術大学様、モンゴル国立文化芸術大学様、インドネシア芸術大学ジョグジャカルタ校様、インドネシア芸術大学デンパサール校様、ベトナム美術大学様、ホーチミン市美術大学様、ベトナム国家音楽学院様、シラパコーン大学様、ラサール芸術大学様、国立芸術文化遺産大学様、愛知県立芸術大学様、沖縄県立芸術大学様、金沢美術工芸大学様、京都市立芸術大学様、以上、今回ご参加の皆様です。


    それでは、ここで宮田学長より全体のまとめの言葉をいただきたいと思います。よろしくお願いします。


    宮田 皆様、長い間ありがとうございました。ご清聴、感謝申し上げます。そして、いろいろなすばらしいお言葉を頂戴した先生方に改めて感謝申し上げます。


    思い返せば、5年前の2007年に、開学120周年の記念の事業の中の一つとしまして、日本、中国、韓国の連携大学とともに、学長サミットを開催させていただきました。その後、毎年、人的ネットワークの構築に励み、展覧会やシンポジウムなどいろいろな場面でお互いの信頼を深めてまいりました。その後、ありがたいことに、モンゴル、マレーシア、ベトナム、インドネシア、タイ、シンガポールに交流団を派遣し、今後の交流について深く話し合いをさせていただきました。そして、今回の「藝大アーツ・サミット2012」の開催に至った次第でございます。過去のきちんとした検証があり、未来に向けて、次世代の若者に向けて、私どもがやらなければならないことは何であるかということを深く確認できたと私は思っております。今後は、ぜひともこのサミットをよい契機として、アジアからの発信、すばらしい若者を創出する環境づくりにお互いに邁進していきたいと、思っております。
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        京藝術大学長 宮田亮平

      

    


    ここで、芸術宣言を読み上げさせていただきます。そして、その後、先生方からサインを頂戴し、完結したいと思っております。では、読み上げさせていただきます。


    「藝大アーツ・サミット2012」宣言


    我々は、アジアの芸術の発展のために、お互いを尊重し、交流を深め、ますます連携を強めていく。これまでのさまざまな交流の上に新たなテクノロジーをも駆使し、共生の場を共同で構築していくことをここに宣言いたします。


    2012年10月10日


    以上でございます。


    ここに先生方に調印をいただき、それぞれの大学にお持ち帰りになり、互いに交流を深めていきたいと思っております。
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        招聘大学の代表者による調印

        「藝大アーツ・サミット2012」宣言

      

    


    司会 ありがとうございました。参加された各大学の皆様からサインをいただきました。


    それでは、ここで今回の招聘大学の皆様と記念撮影を行いたいと思います。どうぞ講演をしていただいた先生方も、壇上までお越しください。


    最後は皆様にご協力いただきまして、たくさんの方で記念撮影し、華やかな雰囲気で終わることができました。


    以上をもちまして、「藝大アーツ・サミット2012」を終了させていただきます。


    皆様、最後までご参加、ご清聴くださり、まことにありがとうございました。
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      サミット参加大学長のサインが

      書き込まれた風呂敷が、

      記念品として制作された。
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      「藝大アーツ・サミット2012」宣言
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    10月9日 歓迎夕食会


    8カ国1地域から集まって頂いたゲストの方々の歓迎会を、上野精養軒にて開催した。東京藝術大学教職員と参加ゲストの紹介で始まった立食形式の食事会は、学生による楽器演奏も企画され、活発に会話が交わされる賑やかな会となった。
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      文部科学省坂東久美子

      高等教育局長による祝辞
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      ウェルカムパーティ乾杯の

      ご発声は澄川喜一元藝大学長
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      池田政治美術学部長による挨拶
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      東京藝術大学学生による記念演奏
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      東京藝術大学教職員の紹介
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      参加ゲストを代表し、ソウル大学校美術大学長

      イ シュンジョン様のご挨拶
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      参加ゲスト、本学教職員、留学生を含めた

      200名弱が歓迎会に参加
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      和やかな祝宴の様子
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      ゲストの方々を迎えての記念撮影

    

  


  
    10月10日 交流夕食会


    シンポジウム後に開催した夕食会には、参加ゲストや本学教職員に加え、留学生一同も参加し場を盛り上げた。日中韓英4カ国語の司会進行のもと、各テーブルを複数の国・地域の方が囲み親睦を深める、非常に国際色豊かな会となった。
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      交流夕食会の司会進行は

      三田村総合プロデューサー
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      宮田学長による主催者挨拶
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      乾杯の際には日本酒が特製の枡に注がれた
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      宮田学長と留学生一同による乾杯の発声
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      マニフェストに署名を行う各参加校代表の方々
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      参加ゲスト交流の場として、和やかな雰囲気の夕食会となった

    

  


  
    10月11日 東京藝大の教育現場視察


    シンポジウムの翌日には、参加ゲストの方々を東京藝術大学へお迎えし、教育現場視察を実施した。普段は公開されないキャンパス内の様子に高い関心を示して頂いた。各研究室では、教員や学生による実技・作品解説を通してゲストの方々との交流を深めた。
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        視察の際には、同行教員による作品の解説も行われた
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      東京藝術大学卒業生有志によるガムラン演奏
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      石膏像が並ぶ陳列館の視察
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      染織研究室による技法の説明
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      陶器に絵付けを施す参加ゲストの方々。

      絵皿は東日本大震災復興のためにチャリティー販売された
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      彫刻棟にて木彫作品を視察

    

  


  
    終わりに―大きな成果と次への課題


    [image: mitamura.tif]芸術文化はこれまで民族も宗教も国をも越えて様々な形で交流をしてきました。歴史を振り返ると、各地域が交流をし続けて来たことが事実として理解できます。


    芸術は国を超える交流が閉ざされた時に独自の発展を遂げ、また交流が進んだ時にはお互いに影響をし、新たな発展をします。これまでアジア各国は長い歴史を持ち、地域間で交流を繰り返しながら、それぞれが独自の芸術を発展させてきました。


    今回の「藝大アーツ・サミット2012」（創立125周年記念事業）にアジアの国を代表する多くの方々に一堂に集まって頂いたことは、今後に繋がる大きな一歩となりました。


    中国の各大学からの参加が実現できなかったことで、芸術は政治も経済も科学もすべてを乗り越えられるとの実証が出来なかったことは残念でなりません。


    直前まで中国の先生方は来日、参加に向けて努力をしてくださっていました。しかし、実際に来日が不可能となった時にはすぐに一報をいただき、その後、丁寧なお手紙を送っていただきました。その中には、今までの芸術の交流と大学間の長い友好交流を大事にし、これを乗り越えてもっと緊密な交流をしたいという強いメッセージがありました。その後、時の経過の中で、各大学とは確実に交流事業が進展しているということは喜ばしいことであります。


    今回の事業の成果の一つは、今まで国としては様々な交流をしていても、芸術系大学間で行き来がなかった高等教育機関のトップが一堂に集まり、アジアの国の一員として芸術に関するお互いの現状と今後の方針について情報交換を果たせたことでした。


    今回の発表の中で、それぞれの国が守り伝えて来た芸術文化がその国を象徴し、いかに大事なものであるかを確認し、お互いに尊重し合うことが出来ました。芸術文化は人が創り上げていくものです。それを担う次の若い世代がもっと出会い、広く、深く交流をする事を実現するのが最も重要な課題です。


    様々な情報交換の手段を使い、芸術を学ぶ学生や若手研究者が新たな交流ができる「場」の構築を具体的に進めたいと思います。


    今回の事業をきっかけとして芸術を通した真の国際交流が発展するよう、皆様と共に前に進んでいきたいと思います。


    

    

    


    2013年3月


    三田村有純


    藝大アーツ・サミット2012総合プロデューサー


    東京藝術大学学長特別補佐（国際交流担当）

  


  
    主催


    東京藝術大学


    後援


    外務省


    文化庁


    東京藝術大学国際交流室


    三田村有純　国際交流室長・学長特別補佐（国際交流担当）・美術学部教授


    保科豊巳　美術学部教授


    田甫律子　美術学部教授


    金田充弘　美術学部准教授


    永井和子　音楽学部教授


    迫　昭嘉　音楽学部教授


    植村幸生　音楽学部教授


    岡本美津子　大学院映像研究科教授


    相澤尚登　社会連携課長


    忠 利二　大学院映像研究科事務長


    東京藝術大学アジア総合藝術センター


    三田村有純　アジア総合藝術センター長・学長特別補佐（国際交流担当）・美術学部教授


    迫 昭嘉　アジア総合藝術センター副センター長・音楽学部教授


    古川 聖　美術学部准教授


    西岡龍彦　音楽学部教授


    岡本美津子　大学院映像研究科教授


    相澤尚登　社会連携課長


    李 玉興　特任助手


    金 宰永　教育研究助手


    毛 Y　教育研究助手


    田中眞奈子　教育研究助手（社会連携センター）


    文 眞英　教育研究助手（社会連携センター）


    東京藝術大学社会連携課


    相澤尚登、増田威久、松戸健一、佐藤和也、岡山明弘、薗田玲子、浜久代、樗木佳織、河北奈緖子


    ポスター、フライヤー、ロゴデザイン


    三宅 瑠人　東京藝術大学美術学部デザイン科


    風呂敷デザイン制作


    山下 了是 東京藝術大学美術学部教授


    法被制作


    小川珠実、川本悠肖子、木村遼介、工藤和真、 駒米愛子、佐藤周祐、 添田昂志、武田まりん、田中勘太郎、塚崎安奈、寺本悠里子、中根航輔、平野由美子、宮下巧大、森友紀恵、 谷津有紀、 吉澤光子、吉田俊介


    （東京藝術大学美術学部・音楽学部学生有志、50音順）


    報告書


    編集：東京藝術大学、ゴーライトリー


    翻訳：佐藤美紀、篠儀直子、堀口 徹、株式会社ティックス


    英文編集協力：アンドレアス シュトゥールマン


    エディトリアルデザイン、電子書籍デザイン：松川祐子


    発行：東京藝術大学


    発行日：2013年3月15日


    

    


    ©2013 東京藝術大学
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